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「もしも子どもを遊び嫌いにすることができたら、人類を亡ぼすことができるだろう」かなり前の

「どんぐり」 (本校機関誌)に書きました。たった 5泊 6日 ですが自然学校は遊びを通じて人類を滅亡

から救う「人類防衛」のお城です。

「学力低下」論議がにぎやかになってきました。自然学校に対して「遊んでいないで勉強を」なん

て圧力がかかってこないとも限りません。子どもたちを勉強嫌いにすることに成功した魔の手が勢い

に乗って「今度は遊びも」と言つて攻めてくるのです。子どもたち、遊び嫌いになるばかりか勉強嫌

いも加速するでしょう。

今回のプログラム研究の成果として、学力論議、勉強論議はあとまわし、楽しい遊び、いつでもど

こでもできる遊び、仲良くなる遊び、お互いを知る遊び、自然学校のプログラムだけでなく、もしか

したら授業の合間にだって気楽にあちこちにはさんでいただこうと集めました。

人類防衛の切 り札になるといいな、と考えています。

兵庫県立南但馬自然学校

校 長 森 本 雅 樹
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子どもが夢中で遊んでいる時、本当に子どもらしく生き生きと輝いています。そして一つ一つの遊

びの素材や広がり、仲間とのコミュニケーション、遊びの空間などが豊かであればあるほど、蓄積さ

れた体験は子どもの宝になるに違いありません。

私は子どもの頃、神戸の市街地で育ちました。そこはいわゆる「いなか」ではありませんでしたが

遊び場には事欠きませんでした。路地でのメンコ、ビー玉、 Sけん、裏のはげ山では凧揚げに粘土ほ

り、どろんこになって駆け回つた鬼ごっこ、奥まった所にある貯水池付近でのくわがた探し、摩耶、

再度の山歩きなどが楽しい思い出としてよみがえつてきます。このような体験は私にとつてはもちろ

ん、同様の体験をしている多くの人々の豊かな財産となっているように思います。

自然学校でのプログラムはおおむねそれぞれの「ねらい」をもつて計画され進ゅられますが、自然

学校そのものを遊びの宝庫として大いに活用してみてはどうでしようか。素材は満ちあふれています。

時間も空間もたつぷり広がっています。そこでは子どもの心ものびのびと解き放たれるでしょう。自

由空間の少なくなった現在、自然学校の役割はますます大きくなっているのではないでしょうか。

本年度のまとめは、よリー層の工夫をこらしました。第 1部 と第 2部では各委員の現場経験から導

き出された具体的なアドバイスが中心となっていますので、自然学校の実施運営に即役立つでしょう。

第 3部では大いに遊ぼうというメッセージと先生方の引き出しを豊かにする素材が提供されています。

先生も子どもと一緒にのびのびと遊んでみて下さい。

兵庫県立南但馬自然学校プログラム研究委員会

委員長 山 田 誠
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Ql:な ぜ自然学校は 5泊 6日なのですか ?

自然学校の日程を考える時、5泊 6日 という日数がはじめにあるのではなく、子どもたちの実態か

ら目的を達成するために有効な日程が設定されるべきです。自然学校のねらいである「自然の中で

豊かな体験学習をする」ために、余裕のあるスケジュールをたてるには何日が必要なのでしょうか。

現行の 5泊 6日 においては、初日から2日 目は ドキ ドキ、フクワク、3・ 4日 目は緊張が解けると

ともに自己主張も出てくるし、他者との摩擦に悩みます。5・ 6日 目にやっと自己への振 り返 り、自
己変革が図られるのではないでしょうか。子どもたちの感想文からは、「自然学校を短くしてほしい」
とい う言葉はほとんど見つからないようですよ。

また、初日と最終日は移動・準備・片付けのために費やされます。2～ 5日 目の4日 間がプログラ
ムのための日数となり、ゆとりある体験学習のためには、現行の 5泊 6日 が最低ラインとして必要
だと考えられています。

Q2:5泊 6日のうち、自然学校の施設を数日利用して、残りを他の施設で利用することは可

能ですか。

可能です。冬季に実施される学校の中には、数 日間雪山で活動し、その後他の施設を利用する学

校もあります。

しかし、できるだけ利用施設を固定し、ゆったりとしたプログラムを展開する形の方が、自然学

校のねらいを達成 しやすいのではないでしょうか。

Q3:4月 に 5年生を担任した時、すでに自然学校でどの施設を利用するか決定しています。

実際に子どもたちを前にしてから自然学校のプログラムを作成し、実施する施設も変更し

たいのですが。

学校の行事計画の関係上どうしても大きな宿泊行事は 1年前に決定してしまいます。プログラム

を作成する時に施設も決定することができたらいいのですが、難しいですね。ですから、前年度に

自然学校の時期を考える時、担当学年だけでなく多くの教職員の意見を聞きながら場所の検討をす
ることがとても大切です。

どうしてもという時は、時期を変更することにより利用施設の変更が可能な場合もありますし、

利用施設を変更しないで、従来とは違った大胆なプログラムを実施することを検討するのもよいと

思います。

Q4:自 然学校で施設を利用するとき、大きな施設を利用する場合や、小規模校で実施する場

合は、他の学校と複数で施設を利用しなければならないことが多いです。1校でゆつたりと

利用することはできないのでしょうか?

小規模校の場合、他校と合同で実施することは多いですね。しかし、ぜひ単独で実施したいとい

う強い希望があるならば、自然学校施設は一年中使用できるので、多少の不便さをがまんしてでも

時期を変更して実施することはそれなりに意味のあることです。

一方、合同で実施するという中でこそ達成できる “ねらい"があることも見落とせません。学校
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の枠を越えて新しい友だちを見つけ、より広い人間関係を築くチャンスがあることも忘れないでく

ださいね。

Q5:大 規模校の自然学校はどんなことに注意したらよいのでしょうか?

大規模校の場合は、同一週にその施設を利用する学校との利用調整や利用施設の確保、施設のス

ペースが小さく全体活動実施に困難をきたす、雨の日のプログラムなど考慮すべき問題が多いため、

計画段階でかなり神経を使います。

また、実施中においては、活動が計画していた時間より大幅に遅れることがよくあります。学校

生活においては、遅い子どもたちがいてもそれを一端打ち切 り、次の授業に進まなければなりませ

んが、自然学校の活動では、全ての子どもが活動を終えるまで待っていなければいけないことがほ

とんどなのです。子どもたちは初めて体験することも多く、予想以上に時間がかかることを見越し

て、ゆとりをもつた計画が必要です。

そして、施設内の移動や食事や入浴にも思った以上に時間がかかるということを忘れてはなりま

せん。このように時間のゆとりに十分配慮して自然学校のスケジュールを考えていくことが、大規

模校の自然学校実施上のポイントの一つです。

2_フ。ログラム P準備など

Q6:プ ログラムやその準備については誰がどのように決めるのですか。

学校によつて活動の決め方はいろいろです。教師主導で決めている学校、子どもたちが計画段階

からプログラムづくりに参画している学校などまちまちです。内容についても利用施設の活動集か

ら選ぶ学校、まず学校で考えてみて施設職員に実施可能か相談する学校など様々です。

また、全日程ではありませんが、自然学校が始まり、子どもたちが自然のフィール ドを実際に見

てから活動内容を決める学校もあります。冒険的な考えですが、施設や周りの自然、使用できる備

品を実際に子どもたちが確認した後に、子どもたちがやりたい活動を考え、それに思いつきり挑戦

していく自然学校を実施してはどうでしようか。ワクワクしませんか。一度、試してみたいですね。

プログラムや準備物に悩んでいる時は、下見や打ち合わせに行つて、施設の方々にア ドバイスし

てもらうといいですよ。ただ、準備する物を忘れてもなんとかなるものです。無いことで知恵が生

まれますからね。

Q7:プ ログラムを作成するときのポイン トを教えてください。

まず、ゆとりあるものを考えます。活動期間は 1プ ログラムについて最低でも 1日 、極端に言え

ば、6日 間かけて一つの活動をすることを考えてもよいと思います。ゆつたりとした時間の中でこそ、

自然に目を向け、自然の中でいろいろな体験をすることができるのです。

次に、ねらいを明確にすることです。ねらいがない活動では、その活動を評価することができま

せん。教師の願いを「ねらい」として明確に位置づけることが大切です。

そして、あなた自身が幼い頃、野山を駆け回つたことを思い出してください。 (今の若年層の教師

には経験が少ないかもしれませんが………自然体験の持つ素晴らしさに子どもと共にふれる絶好の機

会です)山や川など自然の中で遊んだ記憶を大切にして活動を考えてみてはいかがですか。
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Q8:自然学校も 14年目を迎えて、『自然学校の原点に帰るべきだ』などと言われることがあ

りますが、ズバリ『いい自然学校』とはどんな自然学校ですか?

『いい自然学校』について、次のようなポイントをあげることができます。

①  「学年の児童の実態」と「教師 。保護者・地域の願い」をふまえて、どんなねらいを設定する

か、「児童参画」という視点からも子どもにもどんなめあてを作らせるかを考えましょう。そこか

らどんな活動を取り入れればよいかが見えてきます。

(例 1)ね らい 「自然の中で不便な体験を味わわせることによりたくましさを育てたい」

|

活 動 「火起こし用具による火起こし体験+飯ごう炊さんを複数回」
「電気のない真つ暗な中での>ン ト生活を数日間」
「たらいと洗濯板を使った洗濯」

(例 2)ね らい 「友だちのよさの発見と自分の再発見をさせたい」

|

活 動 「一人用テント泊と一人炊さん」
「イニシアチブ (仲間作 り)ゲーム・スタンプラリー」

② 主体的に取り組ませるために、子どもたちに選ばせたり、思い切って一日または半日を子ども
たちに斑または個人単位で任せることを考えましょう。ただし、「放任」状態にしないためにも、

その際のルール作 りや指導者の支援体制等はしっかり作っておくことが大切です。

(例 1)子どもたちが 5泊 6日 の全プログラムをすべて自主的に選択する方法

(例 2)イ ンターネット等を活用して、事前の利用施設調べを行い、フリータイムの半日または

一日をどのような活動にするか計画書を作 り実行する。

③ せっかく利用する施設ですから、その特色を十分に生かした活動をしましょう。言い換えれば

その施設でしかできないプログラムをねらいに沿 うように活動に取 り入れましょう。

(例 1)県立兎和野高原野外教育センター

選択できる充実した本格的な登山コース

冬に雪を利用 した自然学校ができる。広いフィール ドとそれを生かしたプログラム

(例 2)県立母と子の島

海でのカヌー・カヤック体験・釣 り。いかだ作 り

(例 3)県立南但馬自然学校

基地作 り・アニマル トラッキング・竹田城趾ハイキング

Q9:体 験的な活動を一層重視することが重要となつていますが、◆後、どのような点から自

然学校を見つめ直し、充実させることが大切でしょうか ?

自然学校は児童が様々な自然とかかわり体験を通して豊かな感性や知的好奇心を育んだり、最後

までや り遂げた経験や親元を離れて生活した経験を通して、自立心や忍耐力等を育むなど、様々な

成果を挙げています。

今後、これら自然学校の成果を踏まえるとともに、一層の充実に向け、以下のような点を重視し、
「生きる力」を育む自然学校を推進することが大切ですね。
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(1) 自然学校のあり方の明確化

・自然学校の趣旨を踏まえた学校としての「ねらい」

・教師の役割及び指導補助員等の直接的、間接的支援の内容

・具体的な教育効果等、実施後の自然学校評価

(2) 「生きる力」の育成に向けた自然学校

。ゆとりある滞在型の自然学校

・子どもが計画段階から参加 し、主体的に活動する自然学校

・選択プログラム等を組み入れた自然学校

・人間関係を豊かにする自然学校

。自己をみつめ、生き方を考えるきっかけとなる自然学校

・生命を尊重する心の醸成を図る自然学校

・実施後の生活との関連を重視した自然学校

(3) 地域に開かれた自然学校

・実施場所における地域住民、ボランティア等の支援

・保護者等の自然学校に対する一層の理解 と協力

Q10:5泊 6日の自然学校を実施するこは、学校全体として無理のない協力の仕方を考えていか

なければいけないと,で、いますが、具体的にどのような方法があるのでしょうか?

次のような方法も検討してみてください。

① 自然学校のプログラムの公募

自然学校の基本方針を示し、全職員にプログラムを考えてもらいます。その中でいいものを採

用して実施する。職員の参画意欲が高くなると考えます。

② プログラム上でメインとなるものへの協力

今年の自然学校の目玉が野外炊さんであるなら、その日だけ協力を依頼して人員を増やします。

メリハリのあるプログラムは自然学校を意義深いものにするためにも有効だと思います。

③ 自然学校推進委員会の設置

学年を問わず自然学校推進のための委員会を校務分掌上に位置づけ、計画や書類作成などを協

力して行います。情報を共有することで自然学校への理解も深まるものと思われます。

④ 予算を人に関わるものに重点的にかける

補助金の中から人件費 (補助員等への謝金)を多くして、担任の負担を軽減することも考えら

れます。安全管理の上からも有効な方法ではないかと考えます。

以上のように、学校の実情に応じて推進していくことが必要だと思います。

Q ll:野外炊さんのポイントを教えてください。

自然学校を実施する学校のほとんどが野外炊さんを実施します。指導方法も様々です。教師が主

になり指導している学校、指導補助員が主になり指導している学校、子どもたちの自主性に任せて

いる学校と様々です。

しかしながら、共通しているのは、ン)Iの人数です。ほとんどの学校が 6～ 8名 の班で野外炊さん

を実施していますが、目的によつてはこの人数でも多すぎる場合があります。食事を作ることの大
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変さや個々が力を出し切ることをねらいとするならば、各班 4名程度が良いと思われます。

また、メニューについても、全ての班が同じ学校、斑に選択させている学校、班で考えさせてい

る学校と様々です。思い切つて、メニューはもとより材料の調達や調理の段取 りなど企てのことを

班に任せてみてはいかがですか ? それも一回だけの食事ではなく、一 日分 3回の食事を全て子ど

もたちが企画する野外炊さんプランもおもしろいですね。

Q12:キャンプファイヤーのポイントを教えてください。

自然学校を実施する学校の多くがキャンプファイヤーを行います。もしかするとあなたは、キャ
ンプファイヤーには決められた進行表があると思っていませんか? 女神が点火、「燃えろよ燃えろ

よ」の合唱、各班のスタンツ、「遠き山に日は落ちて」の合唱とい うお決まりのコースにこだわる必

要があるのかどうか、今、一度考えてみてはどうでしょう。

小さな火を囲み語 り合 うファイヤー、グームやダンス中心のファイヤー、儀式的なファイャーな

ど考えてみれば様々な形式が考えられます。決まりはありません。学校のねらい、5泊 6日 の中での

実施 日、ファイヤー場の広さ、子どもたちの実態等によつて、それに適したファイヤーを実施する
ことが大切です。

そして、多くの子どもたちがキャンプファイヤーを自然学校の最も大きな思い出と考えているこ

とを忘れないでください。

Q13:教室での学習と自然学校の違いはどこにあるのですか ?

自然学校は、学習の場を教室から自然の中に移して実施しているということは言うまでもありま
せんが、もう一点大きな違いがあります。

自然学校は、学校とは違った自然体験、社会体験、身体的体験、感性的体験等さまざまな体験を

通して行う教科等の枠を超えた学習活動であり、豊かな人間性や問題解決能力等を育成するなど人
間教育の場であると言うことです。

そのメリットを最大限に生かし、ゆとりのある時間の中で、子どもたちが自ら考え、自分がした
い活動に思う存分取 り組み、自然の中にゆつたりと身をゆだねることができるのだと言えます。

その中で、教室では得られない気づきや発見があり、満足感や成就感等が味わえるのではないで
しようか。教師自身も新しい発見があるはずです。

Q14:健康面で気になる子がいるのですが、何か気をつけておくことがありますか ?

使用する施設に近くの医療機関を教えてもらい、あらかじめ連絡をいれていただいた方がいいで
し
「

う。また、保護者との連携や施設との綿密な事前の打ち合わせが大切です。

Q15:参加したくないという児童がいるのですが、どうすればよいのでしょうか?

自然学校は宿泊期間が長いため、不安になる児童がいるのは当然です。でも、自由参加ではない

●
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ことや、保護者、児童が安心できるようなことを話し、前向きに考えられるようにサポー トしてお

きましょう。

不安がっている児童も参加すると、結構楽しんでいますよ。

Q16:雨が降つたときのプログラムはどうしたらいいのでしよう。

警報がでているときは別ですが、多少の雨の中でもオリエンテーリングや散策など野外の活動が

可能です。雨だから外での活動はできないと考えずに、濡れて風邪をひかぬよう安全や健康につい

ての対策をとりながら、雨天なりの楽しみ方ができると思いますし、それでこそ 「自然」の中での

体験活動なのです。

Q17:自然学校の対象学年を小学校 5年生にした理由はなぜですか? 4年生や 6年生ではだ

めなのですか?

この時期の子どもたちは心身ともに発育、発達が著しく、自然環境に恵まれた中での集団宿泊生

活を経験することは心身の調和的な発達上望ましく、しかも自然学校が始まった当時、小学校 5年

生で宿泊を伴う野外活動を実施している学校が 90%に のぼつているなどの理由があったからです。

また、学校の独自性をふまえ、4年生においては自然学校へのステップとなる野外活動 (場合によ

っては宿泊を伴 う)を、6年生においては自然学校をさらに発展させた活動を行 うと自然学校がより

よいものとして位置づけられるでしよう。

Q18:障害がある子どもたちもなんとか自然学校に参加させたいのです。いろいろな事が気に

なつていますが、踏み切るべきでしようか。

健康面などさまざまなことを気にしておられますが、それは障害がある子どもを担当する者にとつ

ては当然なことです。でも、今までの多くの取組の中では、心配されたことも少なく、意外に大き

な成果を挙げている場合が多いようです。

障害がある子どもの心や体に対する負担を考えない訳にはいきませんが、子ども同士で寝食を共

にする中で交流が図られ、かけがいのない体験になるはずです。障害の程度や状況を十分に把握し、

教職員や補助員等による必要なサポー トやケアを行いながら可能な限り参カロさせることが望まれま

す。

の

Q19:当校の自然学校は、指導補助員 (リ ーダー)にも関わつてもらうのですが、指導補助員

に対する事前指導としてどういうことが閉要でしようか?

指導補助員への自然学校事前打ち合わせ会の時、ある小学校が次のような資料をもとに指導を行っ

たので以下掲載します。参考にしてください。

リーダーの心がまえ  ～ 5泊 6日 の自然学校を前にして～

4
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1 本校の自然学校のねらいを 6日 間いつも意識 しておいてください。

1 自然の中での友だちとの共同生活や不便さを実感させる体験活動を通して、心と体

をきたえ、苦 しくともがんばりぬく子どもに育てる。

2 自然の変化の中で、自ら考え、進んで行動することができる子どもに育てる。

2 主役は子どもたち

・グループは男女混合で構成されています。子ども同士の教え合いや助け合いを仕組んでくださ

い。けんかや失敗体験はいつでも起こります。その体験をなるべく子ども同士で解決できるよ

うに助言してください。教職員・リーダーはあくまでも「お助けマン」です。子どもたちのカ

や状況に応じて手を貸したり、見守つてください。

3 「若さ」を武器に子どもたちと共に汗を流して楽しもうという姿勢で !

・はじめから教えてやろうという姿勢では、子どもの自主性の芽を摘んでしまうことがあります。

むしろ子どもと同じような気持ちで、子どもと同じように動いてください。子どもが元気のな

い時は子ども以上に動いてください。子どもが元気な時は少し控えめに動いてください。

4 いい行い、伸びたことは心からほめてください。

ダメなことはダメとしかってください。 (メ リハジを持たせてください)

・仲間がいやがっているのを知っていて、いやなことをし続けた時

(悪 日・いやなあだ名 。いじめ)

。弱い者いじめ
。一生懸命やろうとしていない時 (火 を扱 う場合などケガに結びつきそ うな時は特に)

5 リーダー自身が、しっかり食べて、寝ること。

(体調を崩さないよう、健康管理をしてください。リーダーは 5泊 6日 間を子どもたちと共に

過ごします。)

6 明るく ! そして、子どもへの言動に気をつけてください。

Q20:子どもたちが生き生きと活動できるようにするには枚師がどんな支援をすれば効果的で

すか?

何よりも、しっか りと見守ることです。解決方法を教えることよりも、何につまずき、どんなこ

とで苦 しんでいるかをしっか りと把握するために子 どもによりそい、見守ることです。

自然学校では「知恵」を磨 くことができます。知恵を働かせるために苦労させることも必要です。

ただ、尋ねてきた場合には 1つの答えを与えるのではなく、解決のヒントを与えたり、複数の方法

を示し選択させるようにするとより意欲的になると思います。子どもと共に楽しみましょう。
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里 山 で 菫 ぼ う I

1 ねらい

(1)自然学校本来のねらいである「自然にどっぷりと浸る」ために、雑木林の中で自由に、自
分たちの考えた遊び場をつくり、しっかり遊ぶことができる。

(2)友だちと協力して、自然にあるものを使って [知恵]を生かしながら活動することができ
る。

2 事前の指導

(1)現 地の様子等を知 らせ、やってみたいことを中心にグルーピングをする。

例 :ぶ らんこ 基地 シーツー ターザンロープ

(2)安全上どうしても禁上しなければならないことだけ知らせる。

3 展 開

(1)活動を開始する前に

鎌、のこぎり、す夕の安全な使い方とけがをし

やすい事例をあげて注意を喚起する。

いざ、行かん !

1日 中たのしむぞ― !

・事前に入念な現地調査を行い、あら

かじめ事故が起きやすい場所を確認

しておく。さらにそこでしかできな

い活動を考えておく。

・安全の配慮は、入念にする。人の配

置も事前によく考えて、できるだけ

多くの目で見守る。

。どんな道具を使わせるか検討して必

要最小限のものを貸し出すようにす

る。道具の代わりに使 うのはい……知

恵です。

。自由にできることを知らせて、時間

の限り自分たちのや りたいように過

ごさせる。

大切なのは結果ではなく、その過程

です。

活 動 内 容 留 意 事 項
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(2)制作中

まず、木を切ろう !

でも、なかなか切れないぞ……

この場所がいいよ

ここにぶらんこをつくろう/

ぼくが登つてローフoをかけよう

-10-

・慣れない手つきで大変危なそ うに見

えるが、ここは 「ぐつと我慢」して

見守ろう。そのうちコツをつかむま

で……

・立木も雑木もこの一帯の木を切つて

もよいという許可を得ていたので、

思う存分悪戦苦闘させることができ

た。環境設定は何よりも大切です。

・現地で一番にすることは、何をどこ

につくるかを考えることです。今あ

るものを上手に利用しているグルー

プをほめることでどんどん考えさせ

ましょう。

・考える、相談する、やつてみる、ま

た考える、工夫する。子 どもたちの

知恵がみがかれていきます。

。女子のグループがロープをかけよう

として困つているときに、すぐに手

伝ってあげた心優しき少年。仲間意

識はこんな小さなことから育まれま

す。



(3)できた I

けつこう強いよ

ローヌの代わ りは、つるだ !

ぼくたちの基地、完成だ !

少々の雨だつて、平気 平気

。お互いに、できたもので遊び合 う交

流をさせることで、友だちの苦労や

工夫がよくわかる。

つくつたものは活動の合間に遊べる

ようにしばらくおいておくことも考

えられます。

途中で用意していたロープがなくな

りました。そこで知恵を使 う子ども

が現れました。しっかりほめて紹介

すると、他のグループもや りはじめ

ました。物がなくなると知恵が働き

始めます。どんどん工夫させてみま

しよう。

。最終日まで遊んだ自慢の基地。施設

の方にもほめてもらい、撤去するは

ずが保存しておくことになりました。

。どんなものができたとしても、ほめ

る材料を探して、大いにほめましょ

う。子どもたちは色々とおもしろい

ことを考えます。自然学校を通して

知恵を磨くことができるのでは……
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4 児童の感想

5 さらに発展させるために                            .
(1)時 間の確保

ゆったりと知恵を使いながら活動させるためにぉ今回の一日の活動から帯のように設定し

た時間の中で活動するのもおもしろいと思います。メインの活動が [自 然体験]なのです。

(2)場を広げる

今回活動した場所は、木を自由に切ることもでき活動に適した場所でした。ただ、もつと

広い場所でのびのびと活動することで、さらにダイナミックな子どもたちの活動が見られた

のではないかと少々残念です。子どもたちが力を十分に発揮できる環境設定こそ大切だと思

われます。

今日は、自然体験をしました。最初プランコをつくりました。失敗せすにつくれました。

みんなが乗つてもひもが切れないじようぶなプランコでした。蔵野リーダーが乗つても切

れませんでした。先生が乗つても切れませんでした。2人で乗つても切れませんでした。

途中から雨が降り、笹を切つて屋根をつくりました。すると、あまりぬれませんでした。

いすもつくりました。終わつたとき虹が出ていてとてもきれいでした。

◆日は楽しみにしていたプログラムの一つ、自然体験がありました。木が入り組んだと

ころに階段をつくり、その上にベンチをつくりました。一度こわれたときはビックリしま

した。でも、またみんなで初めからつくり直しました。途中で□―プが足りなくなつたの

で、あちこち歩き回つてつるを探して□―プのイ式わりに使いました。結ぶのがちよつと難

しかったけど、できあがると丈夫にできました。

家に帰つてから弓をつくるために、竹を持つて帰ることに決めました。

今日は、とてもいい,暇、い出ができました。

今日は、自然体験で基地づくりをしました。のこぎりやす夕などで木を切つて、木で基

地をつくりました。ブランコやベンチやシーソーをつくつて遊びました。ブランコは 2つ

つくったけど、その2ついつぺんに乗ると上の木が折れそうで危なかつたです。ベンチは

100 kg以上耐えていたのですごいと思いました。

◆日は基地づくりに絶好の場所を見つけました。また、基地づくりをやりたいです。

基地づくりをしていると、シカのうんちがいつばいありました。夜になると、イノシン

やシカが出てくるそうです。
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6 活動を展開する条件整確

(1)山 の雑木林 i

活動するフィールドが必要です。適度に1樹木があり、子どもたちの想像力をかき立ててく
れる場所が必要となります。また、樹木を切つても加工してもよい場所であればさらに活動
が活発になります。

(2)何も足さ|ない

ともすれば、日常の生活の中で不便な思いをしない生活を送る子どもたちにとつて里山は
殺風景な不毛な場所になりがちです。そこで、教1師はあれこ―れと準備をしてしまいがちです。

しかし、自然の中で生活するとはどういうことでしょうか? もともと不便で何もないこ
とはわかっていたことではないです力注 自然の中では何も足さない方がよいのです。何もな
ければ知恵を働かせ始めます!根気―よく見守り、適切なアドバイネを送る。ここでは、こん
なスタンスが必要です。

(活動実施場所 :県立西―はりま天文台公園)
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山 に 重 Iう I

1 ねらい

(1)登山する中で自然に触れ、自然の美しさ、すばらしさを感じる。

(2)最後まで、自分の力でやりとげるよろこびを味わう。

(3)友だちと励まし合い、ともに活動することの大切さを知る。

2 展 開

留 意 事 項動活 内   容

・事前に下見を行い、危険な箇所など

を調べておく。

危険な箇所や生き物などに教師は
:

配慮をして下見しますね。しかし、 :
よく見落とす所が、 トイレです。  :

山頂にトイレがあるのか、あるな
:

らば、必要なもの (ト イレットペー
:

パーなど)はそろつているか、確認 :

し忘れることがあります。実は、 ト

イレットペーパーがなくて、困つた

ことが,…・・。

・山に入つてからは、指導者で役割分

担を行うようにする。先頭、最後尾

には、必ず指導者がつくようにする。

なかなか登れない子どもがいます。

でも、こんな時こそ、その子のペー

スに付き合って、励まして自分のカ

で登らせたいものです。そのために

は、指導者の人数は多く確保してお

きたいものです。

(1)山 登りをするときに注意することを知る

。班で気をつけることを話し合う

がんばって登るぞ !!

さあ、出発だ !

どんな山かな?

(2)山 登りをする
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活 動 内 容 留 意 事 項

体憩 !

だい心|つかれたなぁ。

イ れ強

(3)山 頂で昼食をとる

(4)下山する

やつとお昼ご飯 !

みんなで食べるとおいししヽね。

・登山をするときは、水分補給に注意

しましょう。片道だけで飲んでしま

う子どももいます。

f

事前に 500 mlのペットボトルを 1人

2本用意しておきます。それにお茶を

いれ、片道ずつ飲むように知 らせて

おくと、子 どもたちも目安をもちや

す くていいですよ。

指導者はけがをした時の洗い水を

準備 しておきたいものです。

・昼食後は、ゆっくり休ませます。

・下山後も十分休息できるように、時

間に余裕をもたせたプログラムをた

てるとよいでしょう。

施設によっては、比較的自由に入

浴の時間を設定することができます。

下山後、ゆっくりと入浴させても

よいのでは……。

雨天時に実施するときは必ず、下山

後入浴できるように準備しておくこ

とも必要です。

※ 登山は、天候に大きく左右 されるため、雨天時のことも考えておくことが必要です。

今回はプログラムの中に、一 日中子 どもたちが自由に自然散策できる日を設定しておき、どうし

ても登山ができない 日は、その日と入れ替えることができるようにしていました。

(少 々の雨でも、登山させるのもおもしろいですよ。雨の時にしか触れ られない自然もありますよ。)
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つ か れ た

大野山には、3キロぐらい歩いて登りました。ぼくは、1500メ ートルくら

いでヘトヘトでした。頂上について、家とかがすごく小さく見えました。

山を下りるときもつかれました。

健康の郷から、大野山まで歩くのだけでも大変だつたのに、大野山を登る

のはもつと大変でした。道のりは約 3キロありました。お茶が少なかった

ので、どうしようと思いました。頂上に着くと、いろんな山が他にもいつ

ぱいあったし、家がとても小さく見えました。少し山を下りて、広場で昼

食をとりました。みんなで食べる昼食はとてもおいしかつたです。山を下

りるときは、何度もこけそうになつたので、ゆつくり歩きました。

大野 山に登 つた

初 め て の 登 山

2日 目に山登りをしました。私は山に登つたことがなかつたので、楽しみで

した。でも、しんどくて何度も休憩をしました。頂上に着いたときは、と

てもうれしかつたです。下りは、坂道だから大丈夫だと思つていたけれど、

何回もすべってしまいました。下りの方がこわかつたです。

山登りをしているとき、頂上に100メートル近づくたびにくいが立つてい

ました。あと、900メ ートルになつたときは、みんなに「あと900メートル !」

と、叫びました。頂上に音いたときは、とてもしんどくて、でも「登りきつ

たぞ !」 という気持ちで心がいつぱいでした。

気持ちがよかつた

3 児童の感想

4 さらに発展させるために

0 本校は、登山を経験している子どもが

少なかったため、登山だけを行いまし

た。そのため、1時間早くプログラムが

終了してしまいました。もつと子ども

たちだけで活動できる場面をもてばよ

かったと思います。

・班ごとにオリエンテーリングをしながら

登山をする。

・自然に目を向ける活動 (ゲームなど)を

取り入れる。

やつと頂上についた I

気持ちがいいね !!
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電気0なLl原賠生活0体験をしよう!

1 ねらい

(1)昔の人々の火起こしを体験し、 日常生活がいかに便利なものであるかに気づく。

(2)電気のない生活を体験し、エネルギーの大切さを体感する。

(3)友だちと協力することの大切さを知る。

2 総合的な学習とのつながり
「私たちの環境と未来のエネルギー」というテーマで取り組んでいる総合的な学習の一環として、

自然学校で様々な体験を組み込んでいるプログラム例

3 展 開

(1)火 床を作る。 「外灯も消してもらって真つ暗にした
しヽ 1」

暗闇の中での活動は危険がいっぱい !

事前の打ち合わせの時に、暗闇の中で

活動する意図を共通理解しましょう。

さらに、施設の理解が得られれば、す
べての外灯を消してもらうことも可能
かも。

(2)火 起こしの手順を知る。

「火がつかない !」

昼から取り組んだけれど、5時ごろにな
っても火を起こせた班は一班だけ。ど

んどん暗闇はせまり焦る担任。そんな

ときに一言。「ある程度で火起こし体験
をやめて、火が起きた攻からもらい火

をさせたら? 原始生活はそんなこと

もしいてたと思うよ」そんな考え方も
あったんだ。目からウロコでした。

「こんな真つ暗で後片付けなんかでき

るの ?」

真っ暗な中での夕食を楽しむ子どもた

ち。担任はカレーを日に連びながら、

その後の片付けが気になる。でも、電

灯はつけたくない。どうすればいいの

か ! そんな時、また一言。「夕食の後

片付けは真っ暗な中で無理にさせる必

要はないと思うよ。自然の明かりで出

来る明日の朝にしたら? 昔はそうし

てたんじゃないかな。それもいい経験
だと思うけど?」 その通り ! さすが

です。

-17-

フアイヤーのよう
にくんでみよう

床は、

活 動 内 容 留 意 事 項



(3)火 起こしの実習を行う。

(4)火起こしをした班から、飯禽炊さんに取りかか

る。

(5)火起こしができなかつた班は、火起こしのでき

た班から火をもらう。

(6)暗闇の中で夕食をとる。

「カラスに注意 !」

残飯だけは炊事場に残さず、リーダー

棟かごみ置き場へ。ごみ袋に入れるだ

けでは、カラスやキツネやタヌキなど

獣の仕業で朝目覚めたときには悲惨な

光景に。

「ええっ ! 熊が出る?」

自然学校が始まってから「最近親子の

熊が出没している」と聞かされた。「ピ

ンチ ! 電気のない生活ができない ?」

でも、施設の方々が「山側に向けてラ

イ トを照らし、ラジオをかけたままに

していると大丈夫 ! キャンプ場から

できるだけ離れた場所にライ トとラジ

オを置いておきます」とプコグラムの

後押しをしてくださった。おかげで子

どもたちは電気のない眠れぬ夜を満喫

(?)した。翌朝、駐車場に子熊が出

没したことを聞いた。 (ぞ ぉつ…。)

(7)
(8)
(9)

残飯を片付ける。

暗闇の中で家族へ葉書を書く。

明かりのないキャンプ場でテント泊をする。

いそげ ! 火種が消え

なしヽうちに、火を移せ !

煙が少し

でてきたぞ !

本当に、まつくらだあ。
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4 児童の反応

暗 闇 の 中 で 家 族 ヘ

葉 書 を 書 こ う

暗 闇 の 中 で の 夕 食

火を起こし始めてカレーを食べるまで、所用時間約 4時間。向かい

に座つている反だらの顔さえはっきり見えないほどの暗闇の中で食

べるカレーは、最高だつたようだ。こんな経験は自然学校だからで

きること。

後片付けは、明かりがないため不可能と判断。結局、翌日の朝、朝

食を作りながら前日の夜の後片付けをすることになつた。

テントー張りにつき、一つの懐中電灯で過ごす夜。家族へ葉書を善

く。懐中電灯一つでは、班全員が同時に文字を書くことができず、

明かりをめぐってトラブルも起きていた。あきらめて、翌日の朝に

葉書を書いた児童もいたようだ。困つたとき、次の方法を考える。

それも大切な知恵です。

暗 闇 の 中 の テ ン ト泊

外灯がおとしてあるためテントの外は真つ階。しかも、テントー張

りにつき一つの懐中電灯だけ使用してよいという条件。 トイレにい

くのも、用があつて移動するときも、テントのメンバー全員で移動

するはめになった。明かりのない真つ暗なテントの中で待ち続ける

なんて怖くてできないようだった。

就寝時は、風の音、虫の声、木の音が気になったり、カメムシがく

さかつたり、熊がでるかもしれないという過怖感があったりして、

なかなか寝つけなかったそうだ。自然界の夜を肌で感じながら眠り

についた。

総 合 的 な 学 習 と の

つ  な  が  り

次の日の朝、「ぼくのテントでは、昨日の夜、一つの懐中電灯を取り

合いしてけんかがあった。葉善を書くとき、1膜中電灯一つだったら

1人か 2人しか葉書がかけなかったから、だれも自分の近くに懐中電

灯を置いておきたくなつて、けんかになつた。たった一晩電気がな

いだけでけんかになったのだから、もし世界のエネルギーがなくな

ったら、世界中でけんかが起きて、戦争がおきると思う。エネルギ

ーを大事にしないと大変なことになると思う」と興奎した様子で話

していた児童もいた。

学校での生活にも変化が見られた。教室移動の際につけたままにな

りがちな電灯を消すようになつたり、電灯をつけるか消すかとしヽう

ことで議論が起こつたりすることもあった。体験したことは、生き

てはたらく力になると実感した出来事だつた。
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5 こんなこともできるかな

(1)暗闇の中で、自然の音を聞こう。

何も用意はいらない。真つ暗な中、大地に寝転び、自然の音に耳を傾けてみよう。新たな

発見があるはず。

(2)暗闇の申で、一人寝を体験しよう。

一人寝テントで一晩。一人寝の恐怖と戦い、迎えた朝は充実感あり。

(3)星空ウォッチング

広場に上向きに寝転び、満天の空を眺める。望遠鏡を借りるのもよし。肉眼で楽しむのも

よし。

(4)足跡トラップ

けものの足跡がとれるかも。

<準備物>餌、模造紙、墨、雑巾

① けものが出そうな場所を現地の職員の方から聞いておく。

② 夜の間に模造紙の上に餌を置く。

③ 模造紙の周りに墨をたっぷりひたしたを雑巾を敷き詰める。

④ 翌朝、模造紙を置いた場所を見に行く。うまくいくとけものの足跡がとれるかもしれ

ません…。

足跡 トラップの図

Wr11'

こヽ
'

豪

Wヽ

itr こヽ′
u『

(実施施設 :県立兎和野高原野外教育活動センター )

餌をおいて……。

明日の朝が楽しみ !

仕掛けた餌は全てなくなつてしヽた。

噂のクマの仕業かな ?

でも、雨のせしヽで足跡は残つていな

かった……。
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野外活動の定番 ! 顕ごう収とん(力b―ヨイエ)

1 ねらい

(1)生活が便利になった今日、野外で食事を作ることの大変さを味わう。

(2)班の仲間と共同作業をする中で、助け合 うことの大切さを理解する。

(3)火の大切さを知る。

2 展 開

(は じめに)

。これは、本格的な飯ごう炊さんが初めてという子どもたちが「カレーライス」を作 り上げるま
での活動をもとに作成した指導案です。

(1)ま き、食材料、食器材等を炊事場ま

で運ぶ。

(2)広 い場所に集まり、飯ごう炊さんの

仕方について説明を聞く。

・火床の作り方・火の扱い方

・飯ごうの扱い方・ご飯の炊き方

(3)飯 ごう炊さんをする。

・以下 2つのグループを作る。

・説明時の心得として

① やさしい表現で

(専門用語は避ける)

② 短く、必要な内容を簡潔に

③ まき等の具体物を使って

(火床などは実際に見本を作る)

・詳細は「3指導のポイント」を参照

○ 食中毒の防止のために

① 必ず手を洗わせる。

② 肉類は火にかける直前に切らせる。

(特に夏季)

-21-

活 動 内 容 留 Jξ弐 事 項

*初めての飯ごう炊さんで、なぜカレーライスがいいの?
① どんな料理かをすぐイメージできる。〔みんながよく食べている〕

② どの子も食べる。残飯が少ない。〔人気メニューの定番である〕

③ 子ども同士の荻え合いができる。

〔家庭で親と作つた経談のある子どもが少なからずいる〕

④ 調理の手順や味付けが簡単で、少々不得手な子どもが作っても
おVヽ し▼ヽ。

⑤ 煮込むので食中毒の心配が少ない。

ただ、『カレーライス』にこだわる必要はなく、上記の①～⑤の条件をほぼ満たす料理メニュ
ーなら、初めての飯ごう炊さんにはふさわしいと思います。

飯ごう・カレーグループ 火 床 グル ー プ

・手を洗う 。作業用手袋を着



・飯ごうを洗つてお

米をとぐ
。お米を水につけて

おく
。まな板、包丁等を

洗う
。カレー材料を切る

.飯ごうとなべをか

まどにかける

・煮込む

。食器を洗う
。食器をふきんでふ

く

用する

・火種になる枯れ葉

等を取りに行く

・火床を組む

。火をつける

。と飯とカレーの出

来具合に応じて、

火の加減を調整す

る

○ やけどや植物によるかぶれの防止のために

①
―
必ず作業用手袋を着用させる。

② 事前にかぶれやすい葉 (ツ タウルシ等)を知

らせる。

・火の管理をする子どもは興味本位で、どんどんま

きを入れて、燃やし過ぎることがあります。その

時は注意を促しましょう。

*さ て、火がつかない班がある時は………

説明の時に作った『火床見本』を再度見に行かせ

る。(決 して手を出さない)

・『料理上手は片付け上手』と言われます。手の1空

いてきた子どもにはもう使わない用具を洗わせた

り、ゴミの始末をさせるよう助言しましょう。

おいしい !

`炊事用テープルを心く
。炊事場の用異等の整頓をする

。c~飯とカレーをお皿に入れて、食事用テー

プルヘ運d

(4)班ごとで「いただきます」をして、

カレーライスを食べる。

3 指導のポイント

〔飯 ご う〕
。一般的な飯ごうは4合 (4人分)までたけます。

`飯ごうに水とお米を入れて、2～ 3回お米をとぎます (洗います).。

饉

園

田

園
閥

・食器は必ず本人に洗わせ、ふかせまし―ょう。

食器材の数を点検し、使つた用具や場所の後片付

けは炊さん前よりもきれいになるくらいがんばら

せたいものです。

(5)班ごとで「ごちそうさま」をして、

後片付けをする。
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・水加減は「お米の深さ十子どもたちの中指の指先から第 2関節までの深さ」が目安です。

∫

口
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

♂

: 長い時間、水につけておくほどおいしいご飯ができるので、このことを一番にやるのがコツ :

:です。                                        日

常ロロロ...コ .コ ■■H■ ■山H口 ロロ■い口ロロロ“日■“■由山■■Ⅲ中ロロ■ロロいロロ“口日“●●ロロⅢⅢ“■●●●“日■■日■"巨
■コ暮Hロ ロ」い“ロロ“いロロロ"い

■コH日 Ⅲ●●●■口■■ロロロ●H■ ■■ぃ口E

・炎が飯ごう全イ本をちょうど包みこむくらい の強い火にかけます。

・細い棒をふたに静かに当ててグツグツという振動が少なくなったら、ふたを開けて確かめます。

『赤子泣いてもふた取るな』という言葉もありますが、ふたをあけて見る方が確実だと思い

ます。その代わり確かめたら、あわてずにすぐ閉めましょう。

・水がなくなり、お米の表面に小さな穴がぶつぶつあいていたら炊きあがりです。

・飯ごうをかまどから降ろして逆さにして 5分 くらいむらします。

Fや けどをする危険もあるので逆さにしなくてもよい』という文献もありましたが、水分を

ご飯全体に同じようにゆきわたらせて、おいしくするためには必要だと思います。

。飯ごうがあたたかいうちに新聞紙や作業用手袋をした手ですすを落とします。

時間をおくと落ちにくくなります。

L
ギ

Ｅ

Ｅ

Ｉ

Ｉ

日

Ｈ

Ｅ

Ｅ
【

「

Hロ ロ ロ
"・

日 Ⅲ ロ ロ ■ Ⅲ 口

“

ロ ロ ● ■ 日 ロ ロ

“ “

● ● コ 日 Hロ ロ ロ ロ ● ● 日 Ⅲ H● ■ お ■ 日 口 ,ロ ロ ● H口 ■ ロ ロ ● 口
"“

Hい 0ロ ロ ■ 日 ● ● ● ● ● コ ■ ■ ■ 珀 山 ● ● ● Ⅲ い ■ ■ Ⅲ ■ 中
"Hコ

ロ ロ ロ ロ 日 日 ● ● コ 山 ■ ■ ■ ■ ■ H四 H口
、

・決 して叩かない。

ボコボコになると洗いにくくなり、自分たちはもちろん、後から使 う人も困ります。

〔火 床 作 り〕

・火が大きく育つのに大切なものが 3つあります。

① ま き 〔糸田・中・大。特大〕

② 火 種 〔マッチ。新聞紙。枯れ葉(ス ギの葉が一番良い)等〕

③ 空 気 l酸素〕

この 3つが仲良く手をつないだ時に、火が大きくなっていきます。

・空気を効果的に入れるためのまきの組み方例 (太いまきを使用し、実際に組み方を見せること)

① 3本を三角型に組む ② キャンプフアイヤーのような丼型に組む
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キーワード「火は燃やすつもりでなく、赤ちゃんを育てるお母さんと同じ気持ちで大きくする」

・赤ちやん (マ ッチの火)にいきなリトンカツ (特大まき)を与えても食べることができません

(つきません)。

「

H● 山 田 ● 山 口 B tt H日 口 E日 日

“

ロ ロ い い 口 田 B粛
"ロ

コ 田 山 れ ● ■ 日 日 疇 口 由 ロ ロ ● ロ ロ H田 口 い 出 い H tt L市
“

a田 日 ● コ ロ L4ロ ロ L田 い 日 田 Bロ ロ ロ Hい J・
“

日 い ロ ロ ロ ロ BH・ い ロ ロ 百 色
"山

い ● Hロ ロ と B・ 山 ●
"歯 “ 1

: 説明時に、ライターの火を特大まきに当てる行為をすると効果的でした。         :
B口

.ロ ロ ロ B山 瀬 市 口 E日 日 い H田 口 nan■ ロ ロ い o● H"● 口 LJLHい ロ ロ

“

Hロ ロ ロ ロ 白

“

ロ ロ H口 は 日 B口 田 H日 ロ ロ

"田
出 山 田 い 口 鰤 日 ロ ロ ロ HH● Bロ ユ 田 口 ● ● れ ロ ロ ロ ● HH"H“ 日 L,日

“

B日 日 日 い い い

“

田 口 H口 申
ヨ

・生まれたての赤ちゃん (マ ッチの火)が最初に食べる物は、ミルク (新聞紙等の火種)です。大き

くなるにつれ、離乳食 (細いまき)を与えます。さらに大きくなると、おかゆ (中 くらいのまき)、

ご飯 (大きいまき)の順に与えていきます。

・食べさせすぎない (いっぱい突っ込みすぎない)こ と。のどにつまったり、おなかをこわします

(火がつきません)。

・赤ちゃんと火の違 うところは、赤ちゃんは確実に大きくなりますが、火は途中でまた小さくなるこ

ともあることです。その火の大きさに合わせて、まきの大きさを変えてください。火も『生き物』

と考えて、お母さんと同じような気持ちで火を大きくしてください。

。ただし、火を大きくしすぎないようにしましよう。火の高さは飯ごうを包むくらいの高さが最高と

考えて育ててください。

4 飯ごう炊さんでの留意事項

・飯ごう炊さんをするなら 2回以上

せっかく5泊 6日 間の自然学校ですから、以下の理由

から2回以上の設定をお勧めします。

① l回 目の反省を生かして、2回 目以降ゆとりを持っ

て取り組むことができる。

② えてして、『火床担当が男の子、調理をするのが女

の子』というふうに役割が固定しやすいので、2回 目

以降、役割を1回 目と入れ替え、飯ごう炊さん全体を

体験させることができる。
∫

Ｉ

Ｉ

Ｅ

●

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

利用施設や学年規模にもよりますが、可能なら発展させた形として、『飯ごう炊さんを4～

5回設定する。回数を重ねるごとに班を徐々に分けて少人数で炊飯し、最後は一人 1飯ごうで

炊飯する。』というのはいかかでしよう。 (確実に「傍観者」がいなくなります 1)

・飯ごう炊さんのすべてを平どもたちの手で !

班編成の時に、よく子どもたちの班の中に先生や指導補助員が入る場合がありますが、先生や指

導補助員の班を独立させて作 りましよう。班の中に指導者がいると子どもたちの「甘え」がどうし

ても出てきます。また、指導者もつい手を出しがちになります。

【最後に……カレーについて一言だけ】

カレーで一番失敗するのが、水の入れすぎです。『カレー汁』にしてしまうのがよく見受け

られます。水加減は少な目に… (材料が水面からちょうど顔を出しているくらいがベス ト1)

カレー粉を入れた後、水はたすことはできても減らすことはできませんから………。

Ｂ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｂ

，

Ｉ

ｔ

Ｂ

日

日

Ｊ
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瞬情事習ゴ…LE
1 ねらい

(1)自然物を五感を働かせてじっくりと観察するとともに、自然の中でゆったりと時間を過ご

す。

(2)友だちとともに発見や発表、協力することにより、互いの心の交流をする。

2 展 開

(1)「動物探しL

活 動 内 容 留 意 事 項

① 活動内容を知る。

② 個人で森の中に入り、自然物をしっくり観察し、

何か動物に見えてくるものを探し出す。

③ グループごとに集まり、それぞれ自分が見つけ

た動物を紹介しあう。

…

④ みんなが納得し、感心した動物を相談して 1匹

選ぶ。

⑤ 全体が集まり、それぞれのグループを代表する

動物を、先ほどと同じようにして紹介しあう。

| ―
―
た
脚

ψ

・ヾ

。自然物をじっくり観察し、何か動物に

見えてくるものを探し出すことを知ら

せます。

・活動の範囲をあまり広げすぎると、お

互いに鑑賞しあったり、説明しあうた

めの移動に多くの時間を費やしてしま

うので、ある程度のエリアを定めて実

施しましょう。

・動物を指して「ここにOOがいるよ」

と説明するのではなく、例えば、「この

場所から、この方向を見るとゴリラが

います」というように、見えた場所と

方角と何が見えたかを伝えます。

。見つからない場合には、見る場所 (例

えば、「あの太い木の幹」など)や、見

え方 (例 えば、「ゴリラの横顔」など)

の具体的なヒントを出します。
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留  意  事  項活 動 内 容

① 活動内容を知る。

″ ″

② グループで指定された活動エリアに出向き、ス

タートとなる自然物を見つける。

③ l番目の自然物と共通する特徴・性質 (例えば、

色、形、におい、数、感触等)をもつた 2番目の

自然物を探し出す。

④ 3番目から5番目までの自然物を探し出す。

⑤ 探し出したもののつながりが一目で分かるよう

画用紙 (地面)に連続して貼りつけていく。

⑥ 各グループごとに、探し出してきたものとその

つながり方を発表する。

牧

う
ｆ

●

ヽ
「
Ｊ

・自然の中には、様々な色や形をしたも

のが存在しています。しかし、その中

で石や葉っぱと異なったものでも「ザ

ラザラした表面」が似ていたり、フカ

フカした苔と松葉が「緑色」で共通で

あつたりします。自然の中にある異な

ったものから、よく観察することで何

かしらの共通した性質を探し出し、こ

とばの「しりとり」のように様々な自

然物のつながりを考えていくことを知

らせます。

。最初の自然物は指導者から提示しても

よいでしょう。

・活動は、グループ全員でまとまって動

く形式と一人一人が順番に探し出して

くるリレー形式があります。活動のね

らいや実施環境にあわせて選択します。

。つながりに使用した共通する特徴 は、

三度使わないようにします。 (色のみ、

あるいは形のみのつながりにならない

ようにします。)

。最後と最初のものがつながり、ぐるり

と円を描くようにしてもよいでしよう。

・大きなものはスケッチを行い、それを

貼 りつけることも可能であることを事

前に話します。

(2)「つながり探し」

(3)そ の他の活動

手と鼻で自然教室

物の形や色などの識別は、そのほとんどが視覚からの情報に頼っています。視覚をさえぎっ

て、触覚や臭覚を活用して自然を観察してみます。この活動では、日かくしをして植物に触

れ、それを絵に表現してみます。視覚を使わないで自然物を感じ取ることによつて、新たな

自然への気づきや親しみが広がります。
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力を合わせて8J作活動 I

1 ねらい

(1)仲間と共に新たな物を作り出す楽しさ、自然の中で物を作りながら時間を過ごす楽しさを
味わう。

(2)発表 。鑑賞する活動を通して、仲間や自分自身の思いを伝え合うことを楽しむ。

2 展 開

(1)似 顔絵

活    動 内   容 留 意 事 項

② グループで誰の似顔絵を作成するかを話し合う。

③ 材料に使う自然物を採取する。

④ 皮だちの似顔絵を作成する。

⑤ 作成した似顔絵のモデルは誰かを他のグループ
の人たちに当ててもらうとともに、実施後の感想
を発表する。

① 活動内容を知る。

修

OO

σ

恭

ー

OO

フで

| う
。

0

Ｏ
Ｏ

。自然の中にある小枝や葉、コケ、車花、

木の実、小石などを利用して友だちの

似顔絵を作成することを知 らせます。

・採取した物を画用紙に貼 りつけたり、

地面をキャンパスにして作成するなど

様々な方法があることに気づかせます。

・他のグループに気づかれないように決

めさせましょう。

・ウルシなどのかぶれやすい植物が周囲

にある場合には、その場所を子どもた

ちに確認させます。

・自然物の採政については、自然保護の

観ッ点から最小限にとどめて持ってくる

よう指示します。

・貴重な植物を荒らすことのないように、

実施場所の選定に気をつけましょう。

・作成時間は 15分程度とし、全グルー

プが持ち寄ります。

・画用紙、セロテープ、接着斉1等を準備

しておきます。

・うまく当たればモデルの特徴をよくと

らえた作品ということになることを伝

えます。
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留 意 事 項活 動 内 容

。自然の中にある葉や石や小枝などを利

用して、お皿の上に食事のメニューを

作ることを知らせます。

・グループごとにメニューを考えてもよ

いし、指定されたメニューを作らせて

もよいでしよう。
。できる限り落ちている自然物を利用し、

折ったり抜いたりするのは最少限にと

どめることを伝えます。

・絵の具などで色を塗ることはできず、

自然物の色で工夫することを知らせま

す。

・料理を紙皿の上に美しく盛りつけます。

・ウルシなどの植物について注意させま

す。

・制作時間は、40分程度とします。

・食材やメニューの内容が分かるように

書かせます。

。作品を持ち寄り、料理の説明、工夫し

た点や苦労した点について各グループ

ごとに発表させます。

② メニューをグループごとに者える。

③ 自然物を使つた料理を作る。

ID

班Aす
のこ永,,ェレ劣
ゼ
・
すr

① 活動内容を知る。

⑤ 発表会を行う。

「
”
″

庁

④ おしながきを書く。

(2)自 然物レス トラン

(3)そ の他の活動

① 森の美術館

自然の中にある葉や石や小枝、木の実などを利用して、画用紙をキャンパスに想像画を

作り、手作 りのイーデルに置き、互いの作品を鑑賞し感想を話し合います。

② 音取リゲーム

自然の中にある素材 (有、枯葉、枝、幹、水等)を使い、こすつたり振ったり、落とし

たり叩いたりしながら、ビンゴ形式で指示された音を一人一人作 り出します。また、数人

で「音による物語」も作ってみるのもよいでしよう。

③ 森の動物園

それぞれが好きな動物を作って持ち寄り、森の動物園を作 ります。作るのは顔だけでも

体全体でもよいでしよう。画用紙に絵のように表してもよいし、組み立ててもよいでしよ

う。材料は、決められた場所で、木の枝や葉っば、草、石、木の実などの自然物を利用し

ます。
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いつたりとやコてみませんか !

1 自然学校のねらい

くねらい〉

子どもたちに自由な時間と活動の場、共に過ごす仲間のいる状況を保障して、仲間との連帯感に

もとづく自主性、創造性を高める。

〈ねらいの設定理由〉

今の子どもたちをとりまく状況については、いろいろな報告がなされます。その中で、遊びの変

化に視点をあてて子どもたちの姿をとらえたものがあります。

① 河ヽ集団化 ② 集団の同年齢化 ③ 道具、素材の同質化 ④ 遊びの同質化 ⑤ 室内化

⑥ 倉J造性の減少

うなずける点が多いと感じます。子どもたちの遊びには子ども社会と呼べるような、共に生きよ

うとする仲間が生み出す連帯感と自主性、そこから生まれてくる創造性、多様性があったはずです。

大人になってしまった私たちは、子どもたちの遊びを支えてきた時間・仲間・空間が奪われつつ

あることを少なからず実感しているのではないでしょうか。

その時間 。仲間・空間を保障して、子ども社会の核となる自主性の高まりや連帯感の深まりをね
らっていきたい。

2 現ログラム展開

3 指導 上 の留意点

自然学校は自由参加ではありません。子どもたちは特定の目標を持って集まった集団ではないわけ
です。教室よりは解放されているけれど、自分たちで選んだ場ではなく、子どもたちにとってはあく

までも与えられた場であることを念頭に置く必要を感じます。

自然学校の大きなねらいの一つが 「自主性」であることを考えると、最初に見通しの持てる全体像
を提示した後は、子どもたちの技能レベルには目をつぶっても、子どもたちが自分たちの力を出し合
い仲間と共に何かを作 り出す環境を保障していくことが大切だと感じます。そのことをふまえ、以下
の事項を基本方針としました。

◎ 全体に対して明確な指示 (時刻・場所・持ち物・対象者 etc)を出し、見通しを待たせる。

年  前 午  後 夜 留    意    点

1日 ゲレンデ リサーチ (斑別で散策 ) 自分たちの過ごす環境を知 らせる。

2日 遊び場作 り (班別活動 )

3日 作った遊び場での活動

安全に留意し、子どもの創作力にゆ
だねる。班の協力を意識 して活動さ
せる。

4日
飯ごう炊さん (斑別活動)

フリープログラム【クラフト・自然観察館】(個人活動)

課題 リス トの活用

5日
登山 (三室山 :1358m)(一斉活動)

フリープログラム【クラフト・自然観察館】(個人活動)

天候 と安全に留意する。

6日 撤収活動 (学級別または班別活動) 活動のまとめとして意欲づける。
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◎ 子どもたちを見守る姿勢を保つ。

とは言つても、安全面についての積極的な姿勢は必要です。危険が予測される状態のときには活動

を止めても、危険要素を除いたり予測される危険につて説明し理解させることが必要です。安全に配

慮していない子どもたちの計画などには危険に気づかせる助言を与えます。

また、集団の中で不安定な要素のある子への配慮も必要です。以下の 2点も大切にしていきます。

◎ 安全な環境を確保し、安全への意識を高める。

◎ 孤立しがちな子に配慮し、必要な援助を行っていく。

《時計の携帯》

時間の制約を子どもたちの身近なものにしておくことが自主性ある活動の保障につながると考え、

子どもたちに時間の管理を委ねるために持参の時計を持たせることにしました。

《自由課題リスト》

フリープログラムや 自由時間に、課題を持つて意欲的に活動に取 り組めるよう、参考図書から自然

観察 。工作・ゲームなどに関するものをリス トアップした百頁余 りの冊子を持たせておきました。

《ヲログラムの設定について》

ねらいを生かすためにも、―プログラムをゆつたりとさせ、基本的な生活時間が保障されることを

考え、原則的な活動として登山を後半に配置して達成感を持たせようとしました。

《指導補助員の役割》

基本方針をもとに、子どもたちを見守る立場 (近所の大人が仕事をしながらも子どもの遊びを見守つ

ているようなイメージ)を求め、特定の班に付かないことにしました。また、子どもたちが分宿して

いるロッジを朝晩、ローテーションを組んで訪問してもらい、活動場面でない交流の機会ももつても

らいました。

4成 果 と 課 題

指示を出してしまえば子どもたちに活動をまかせてしまう。途中でよけいな制約が加わらないとき、

子どもたちは伸び伸び力を発揮します。自分たちで工夫し、協力し、ロープや竹で松林の中で遊び場

をつくり上げていつた子どもたちの姿が印象的でした。活動を通して、子どもたちの新たな関係や交

流が生まれてきたことを感じます。

反面、普段から集団の中で不安定な要素を持つ子には、細心の配慮を要します。日常からかけ離れ

た環境は解放感をもたらしますが、不安感の方が大きくなる子もいます。時間 。仲間・空間の保障は

遠くに出かけなくても出来るわけで、どんな子も安心して参力日していけるようにするためには、 日常

とのつながりを持てる近い所での企画も必要だと考えています。

県立三室高原青少年野外活動センター

● 少なかつた事前指導の時間

事前指導は、ねらい 。概要説明・班編成等を中心に行い、プログラムに直接かかわることは、ロー

プワーク (1～ 2時間程度)以外には行いませんでした。事前指導の総時間としては、かなり少なかっ

たと思っています。まだ直接現地を見ていない子どもたちに現地のプログラムを実感あるものとして

事前指導するのは無理があります。やはり、子どもたちにとつては、現地に行ってまわりの様子を知

ってからプログラムが始まるというふうに考えました。
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0 教師の感覚の落とし穴

ゲレンデジサーチは自分たちの居場所を知るというとても大切な活動ですが、下見を繰 り返した教

師の現地に慣れた感覚でおざなりな散歩になってしまった感じがします。初めて来た時 (初 めて来た

人)の感覚を大切にしたポイントをおさえたていねいな説明も必要でした。

● 個人の選択プログラムと集団活動

フリープログラムは個人の自由な活動として実施しました。それぞれが好きなことをしたのですが、
内容や質という点ではさほど深まりがあったとは言えない様子でした。でも、仲間との協力や集中力
の必要な遊び場づくりや体力のいる登山といつた集団としてのテンションの高い活動の間に個人の自
由な活動を組み入れることは、集団と個人のバランスをとる上でとても大切なことだと考えています。

個人活動の解放感が集団での緊張感ある質の高い活動を支え、集団活動のつながりやまとまりが個人
活動での安定感や集中力を高めるといった効果もあるのではないでしょうか。個人の意志が反映でき
る選択プログラムは大切ですが、それで集団活動が軽視されるものではないと思います。自然学校の

ねらいや子どもたちの実態にもとづけば、両者のバランスのとれたプログラム構成が重要だと言えま

す。

0 フリープログラムにおける情報提供

フリープログラムの活動に深まりがみられなかったのは、情報提供の少ないまま、子どもたちまか

せにしてしまったからだと感 じています。参考資料 としては内容のあるものを配布 したつもりでした

が、具体的な活動イメージをふくらませるには十分ではなかったようです。子 どもたちが意欲的に選

択できるような具体的なプログラムを活動の前に紹介するべきだったと思います。

● むずかしい指導補助員の姿勢

指導補助員の立場にはむずかしいものがあります。子どもたちと仲良くなりたいという純粋な思い

で気持ちよく子どもたちと接してくれますが、時に指導補助員に親密な思いを持ち、一対―の交流を

深めようとする子どももでてきます。子どもたちには 「ヽ自分だけ」が前面にでる交流について指導す
る必要がありますし、指導補助員の側にも、全体に対してチームとして役割を担っていることを強調
して、公平な姿勢を求める必要があります。
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図あ そ び の 概 要

1
木立の中での

かくれんぼ

木立を利用してのかくれんば。おにに見つからないように

木立の影や木の枝に登 り、隠れる。全員見つかつたら一番

最初に見つかつた人がおにとなる。

季 節 :通年

準備物 :活動範囲を示すためのロープまたはテープ

留意点 :活動範囲の設定をする。危険な動植物についての

認識・理解を図る。

木の枝にロープをかけ、ブランコを作る。ロープだけでも

よいが座るところを丸太などで工夫すれば安定したブラン

コができる。

季 節 :春・夏・秋

準備物 :ロ ープ 2本程度、ハンゴ・脚立

留意点 :木の枝の強度などを十分に確かめ製作にあたる。

ブランコの下に岩や大きな石がないかなど安全に

ついての確認を行う。

2
手作り

ヌランコ

ターザン

遊び

木の枝にロープを結び、そのロープにぶら下がり遊ぶ。ロ

ープを握るところは結び目を作っておくと滑り止めになり

持ちやすくなる。また、足をかけるところにも結び目を作

ったり、小さい丸太を結び付けておくと足の置き場所とな

る。

季 節 :春 。夏・秋

準備物 :ロ ープ 3～ 4本、ハシゴ・脚立

留意点 :ロ ープ及び木の枝の強度などを十分に確かめなが

ら製作にあたる。活動場所となるところに岩や大

きな石がないかなど安全についての確認を行 う。

8

基 地 作 り

倒木や枯れ枝を集め木立ちなどを利用し、ロープなどで縛

り林の中に基地 (小屋)を工夫しながら作る。屋根などは

シダで覆 うなど工夫する。

季 節 :春から秋

準備物 :ノ コギリ、ナタ、ロープ、ハシゴ・脚立等

留意点 :じかに倒木や枯れ木などを手にするため、ウルシ

の木など危険な植物について注意するとともに、

作業用手袋を必ず着用する。

4

゛

守

だ

/

/―

⌒

5 そ り 遊 び

雪山の斜面を利用 してのそ り遊び。手作 りそりの工夫、滑

るコース、ジャンプ台の設置などをすると楽しさも倍増す

る。

季 節

準備物

留意点

冬

ソリ (ジ ャンプ台、コースを作る場合はスコップ)

手袋・帽子を着用する。コース設定は安全に活動

できる場所を選択する。競争する場合は、隣との

間隔を十分にとり行う。先に滑った人の後ろから

スター トする場合も十分な間隔を取 リスター トす

る。
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あ そ び の 概 要 図

6
谷川の

水源探し

谷川を沢に沿つて登 り、谷川の水源を見つける冒険遊び

季 節
準備物

夏
プ
プ

ツ
メ

・　
ツ
一　
ユ
ル

春

ご
ア
リ

ヘ

・秋
、コンパス、ロープ、マーカー用ビニール
、清水 (500m2)、 タオル、水筒、
クサンク
ット、登山靴、作業用手袋の着用。必ずグ留意点

ループを作 り複数で活動する。危険なコースは避
け、安全なコース取 りをする。マーキングをしな
がら進むことを徹底する。

ヽ
Ｗ
′

掛
Υ

llf

π
偽

7 ラインナッ現

倒木や丸太の上にグループ全員が乗り、他のグループから
出される課題をその倒木や丸太から落ちないで解決する遊
び。落ちると他のグループと入れ替わりを行 うとか、もう
一度最初からや り直すとかルールは自分たちで決める。人
数が少ない場合は課題を出す者と落ちた者とが入れ替わる
といつたルール作 りをしても面白い。

季 節 :通年
準備物 :倒木や九太を立木に固定するロープ 2本
留意点 :倒木や丸太が雨や夜露に濡れて滑 りやす くなって

いないか事前に確認する。周 りに岩や大きな石な
ど危険物はないか、安全に活動できるかなど確認
が必要である。

″ ´

8
ハンティング

ゲーム

野山、森の中でハンターと猟犬になって動物の名前が書か
れているカー ドを探し出し、どのグループが多くのポイン
トを得られるかを競う遊び。猟犬役になった人は人間の言
葉は発することができない。カー ドを見つけたら、犬の鳴
き声でハンターにカー ドのある場所を教える。カー ドを手
にできるのはハンターだけ。

季 節 :

準備物 :

留意点 :

春 。夏・秋
動物の名前が書いてあるカー ド…活動人数×2倍
(例 130人で行う場合 リスのカー ド1ポイント

30枚、かものカー ド3ポイント15枚、いのししの
カー ド10枚 5ポイント、かもしかのカー ド5枚マ

イナス 10ポイント)

林間での活動の場合は、事前に有害な動植物の有
無を確かめ、安全な場所で実施する。活動場所の

範囲を明確にし、樹木や草花を必要以上に踏み荒
らさない。活動終了後、残つたカー ドを回収する。

//ヮ ッ

トぎ
ツ

9
森の

レストラン
季 節
準備物
留意点

春・夏・秋
接着剤、粘着テープ、タコ糸
あらかじめ周辺を調査し、危険な動植物がいない
かどうか確認し、活動範囲を明確にする。特に植
物に関しては危険な植物を実際に提示し確認する。
材料採集時は必ず作業用手袋を着用。活動終了後
は材料をもとの場所に戻す。

自然の中でいろいろな形をしたものや、絵の具では作れな
い色をしたものを見つける。そのようなものを探 し、大き
な葉の皿の上に食事のメニューを工夫して作 り出す遊び。
もちろん、本物ではなく自然の中にあるものを使って、そ
れ らしい料理の形にする。
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図あ そ び の 概 要

0

亨驀

10 木の実拾い

林の中を散策しながら、木の実 (ク ヌギ、コナラ、クルミ、

クリなど)を採集する。

季 節 :秋

準備物 :ビニール袋数枚 (種類別に採集する)、 作業用手袋

留意点 :ウ ルシなど危険な植物の実物を提示し触らないよ

う注意する。活動範囲を明確にする。

グ

９
も

υ

§  づ11 木の葉隠れ

落ち葉を多く集め、その木の葉の中に隠れる遊び。

季 節
準備物
留意点

秋
木の葉を集めるための熊手
長袖、長ズボン、帽子、作業用手袋を着用する。

帽子についてはひさしのついたものが望ましい。

――

み

――

自然観察は昼間だけの活動ではない。クフガタや蛾のよう

な夜行性の生き物の観察にはむしろ夜の方が適している。

普段見慣れた自然をより深くより感動的に観察することが

できる。簡単なロウツクランタンを作 り、その柔らかな光

を当て観察する。まるで虫眼鏡で観察しているような、そ

んな新鮮な発見が味わえる。

季 節 :春・夏・秋
準備物 :着火具 (ラ イター、マッチなど)、 ロウツク、

アルミホイル、作業用手袋

留意点 :事前に有害な動植物の有無を確かめ、安全な場所
で実施する。夜間の活動であるため活動範囲の設

定を行 う。蛍光テープやロープなどで活動範囲を

明確に示すようにする。

12
光の虫眼鏡

(夜の自然観察)

鳳恋感

夜のプログラムで、昼間とは全く異なった素晴らしい世界

が味わえる。1グループ最大 20～ 25人くらいが適当。初め

はあまり起伏のない平坦なコースを選び、次第に難度を高
めていく。初めは 1時間から 1。 5時間くらいの活動がよい。

季 節
準備物

通年
ロープ、ライ ト、作業用手袋、救急用品、地図、
コンパス、 (場合によつては行動食 )

必ず昼間にコースの下見 (実踏)を行い、危険な

場所のチェックを行 う。リーダー以外は非常用ラ

イ トの点燈を控える。絶対に走らない。また、非

常時以外大声を出さない。

留意点

13
ナイト

ハイキング

nf

))

、11 111

111

卜l   tti

14
闇の中の

音探し

夜の森の中で教人が黒のビニール袋を身にまといバラバラ
に離れて隠れ、時々音を出す。出す音は全部違うものにす
る。グループで手をつなぎ森の中に入り音を聞き分ける。音
を出している人を見つけ、見つけたことを証明するカード

を受け取る。それぞれのカードから暗号を解きゴールする。

季 節 :春・夏・秋
準備物 :暗号カー ド、音の出るもの (数種類)、 隠れる人数

分の黒のビニール袋 (大 )、 ロウツクランタン、

作業用手袋
留意点 :緊急時以外は無言で行 う。活動範囲が明確に掌握

できるよう蛍光テープやロープなどで示す。暗す

ぎて危険度が高い場合はグループで 1台だけロウ

ツクランタンの使用を認める。長袖、長ズボン、

帽子を着用する。
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図あ そ び の 概 要あそびの名称

一ル

スズメノ

テッポウ笛

スズメノテッポウを茎から折ってとる。穂の部分を引つ

張って抜き、葉を折 り曲げ口にくわえてふく。

季 節 :春

準備物 :スズメノテンポウ

15

く

ススキの葉を茎側から先の方へ、10cmく らいの長さに

3つにさく。人差し指と親指で 3つ にさいた両はしの葉

をはさむ。はさんだ 2つの葉を引つぱり、真ん中の葉

をとばす。

季 節 :春・夏

準備物 :ス スキの葉

16 ススキの鉄砲

お互いのオオバコの茎を真ん中あたりでからめ、引っ

張り合 う。切れた方が負け。

季 節 :春・夏

準備物 :オオバコの茎

17 オオバコすもう

タンポポの水車

タンポポの茎をとってきて、3～ 4cmの長さに切る。両

はしに lcmく らいの切れ込みを入れる。その切れ込みを

入れた部分を水につけると反 り返る。真ん中に細い枝

を通して両端をもち、流れのある水につけると水車の

ように回る。

季 節

準備物

春・夏

タンポポ、細い枝、小刀

18
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あそびの名称 あ そ び の 概 要 図

19 虫 か ご作 り

同じ大きさで固い葉を2枚用意し重ねる。松葉をlcmほ

どの間隔で葉の形にそつてさしていく。重ねた 3枚の

葉を上下に広げると虫かごが完成するとできた虫かご

に虫を入れる。

季 節 :春・夏

準備物 :固い葉 2枚、松葉

20
クスの葉の

ねすみ

クズの葉の上部 3分の 1の ところを切 り落とす。木の

実や種を木工用ボンドでくっつけ目や鼻を作る。同じ

ようにして、松葉をくっつけヒグを作る。

季 節 :春・夏

準備物 :ク ズの葉、松葉、木の実や種、木工用ボンド、

はさみ

21
カズノコ草の

かえるつり

カズノコ草をとってきて、穂の部分の先端をlcm位を残

し他をとる。カエルの鼻先へもっていき、振る。

カエルがくわえたら素早くつり上げる。エノコログサ

でもできる。

季 節 :春・夏

準備物 :カ ズノコ草

界

22
イタドリの

フ̀― フ̀―笛

イタドジをとってきて両端を切 り落とす。長さは 10～

15 cmく らい。一方を斜めに切 り落とす。その部分に切

り込みを入れ、長方形に切った笹の葉を差し込み、日

にくわえて吹く。

季 節 春・夏

イタ ドリ、笹、小刀準備物

23
クスの葉

てつぼう

一方の手をすきまができるくらい軽くにぎる。その上

にクズの葉をのせ、もう一方の手で強くたたくとポン

という大きな音がする。

季 節 :春・秋

準備物 :ク ズの葉
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図あ そ び の 概 要あそびの名称

ヽ
｀

ｎ
Ц

エノコロ草をとつてくる。穂の部分を軽く握ったり、

ゆるめたりすると、エノコロ草が少しずつ手の中か

ら出てくる。

エノコロ草は茎側を上にして持つ。

季 節 :夏・秋

準備物 :エ ノコロ草

24 ね夢みのしつぼ

25
コスモスの

ヘリコ現ター

コスモスの花を茎の部分から花びらを一つおきにと

る。

コスモスの花を空に投げあげるとクルクル回りなが

ら、落ちてくる。

茎の部分がまっす ぐで長いものがいい。

滞空時間を競い合ってあそぶのも楽しい。

季 節 :秋

準備物 :コ スモスの花

マツ葉をとってくる。お互いのマツ葉をからめて、

お互い引つ張り合 う。切れた方が負けとなる。

季 節

準備物

春・夏・秋

マツ葉

26 マツ葉すもう

ヽ

呆

27 ヒイラギの風車

ヒイラギの葉をとってきて、親指と人差し指で軽く

はさむようにして持つ。息を吹きかけ、葉を回して

あそぶ。

季 節 :春・夏・秋

準備物 :ヒ イラギの葉

岸

ツ パ キ 笛

ツバキの葉の茎の部分をとる。茎側から葉を巻いて

いく。葉の真ん中ぐらいまで指で押さえて、つぶす。

つぶした方を日にくわえて吹く。

季 節

準備物

春・夏・秋

ンバキの葉

28
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図あ そ び の 概 要あそびの名称

ら

落ち葉のある場所で lm四方の中に肉眼で観察できる

生き物がどれくらいいるか数える。また、何種類いた

かもあわせて観察する。他の方法として、雑木林の中

にルー トを作 り、樹木に見られる虫を探 しながら歩き、

どんな樹木に見られたかを観察する。

場 所 :落ち葉のあるところ

準備物 :ロ ープ、メモ帳

29 虫  探  し

へ

ぅ
ｎ

ｏ
「

■ れ
、

6
慟

a

コ   W

自然の風景や石、樹木、枯れ木等で見方によつては動

物に見える場合がある。歩 く中で自然に潜む動物を探

していく。デジタルカメラで撮影 し、全体の場で映像

を見せてどんな動物に見えるか当てっこすることもで

きる。

準備物 :デジタルカメラ、小型のスケッチブックまた

はメモ帳

30 動 物 探 し

ン
デ

メ

lm四角の型枠をつくりその中に湿 らせた砂又は粘土

を敷き詰め中心にエサを置く。夜行性の動物の場合は

夕方に仕掛けを設置し、翌朝足跡を確認する。足跡の

特徴などからその動物の大きさなどを想像する。図鑑

などがあれば動物を特定することもできる。簡単にと

るには、模造紙の中央にエサを置き、その周囲に墨汁

を含ませた布などを置いておく。

場 所

準備物

動物の通りそうなところ。

墨汁、模造紙、布、エサ、ビニール袋、

足跡が記載されているほ乳類の図鑑

31
動物の

足跡とり

コースを決める。クモの巣を見つけた場所を地図上に

記録 していく。クモの大きさ、色などの特徴も記録す

る。エサがクモの巣にひつかかつていたら数を数えた

り、何がかかっているかを観察する。巣をつくらない

クモもいるので地面も注意してみる。クモの種類をひ

とつに絞って何匹発見できるか競ってみる。クモの巣

の大きさや形などにも注 目しながら観察していく。

準備物 :図鑑

32
クモの

巣さがし
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自

あそびの名称 あ そ び の 概 要 図

33
パードウォッ

チング

コースを決める。コースに沿つて歩きながら鳥の数を

教える。また、鳴き声が聞こえたら何種類ぐらいか聞

き分けてみる。鳴き声を言葉で表現してもよい。海岸
コースや山コースなどいろいろなコースをつくり、出

会う野鳥の違いに気付く。エサをとったり食べる光景

に出会ったらじっくり観察する。

準備物 :メ モ帳

34 葉 つ ば の 形

スケッチができる準備をして、できるだけたくさんの

種類の形を描き残していく。できれば樹木と草の区別

はしておく。葉っぱの大きさを限定するのであれば、

できるだけ落ち葉の新鮮なものを貝占り付けていっても

よい。袋に葉っぱを一枚入れ、手触 りによって中に入つ

ている葉っぱと同じ物を探してくる。

準備物 :メ モ帳、ビニール袋

35 花のスケッチ

自然界には目立つ花もあれば非常に目立ちにくい花も

ある。コースに沿つて目立ちにくい花も含めて探して

いく。もし、キノコなども日につくようであればスケッ

チをし、本数を記録してみる。

季 節 :春・夏 。秋

人 数 :2～ 3人で斑をつくリコースを歩 く。

準備物 :メ モ帳またはスケッチブック

汽帥
　
　
岬 鵬

ｗ

86 貝 殻 拾 い

海岸に出て、ある種類の貝殻の個数を決めて集めたり、

何種類の貝殻が集められるかを競 う。箱に 5種類の貝

殻を入れてふたをしておき児童に 10秒間見せて箱に入

つていた貝殻を記憶をたどって集める。ひとつの貝殻

を穴をあけた箱の中に入れ、手触 りで貝殻の特徴をつ

かみ、箱に入つている貝殻と同じものを見つけ出す。

場 所 :海辺

準備物 :箱

ォ
~― ~―

ご
｀ 三百 い

～ t～ ～ 中Ψ _々 i

37 色  探  し

色紙の中から色を指定し、指定された色を自然の中か

ら探し出す。石・葉・鳥の羽根・花びら。木ぎれ 。土

など指定したもので色を探してもよい。自然の中では

山の木々の葉っぱが微妙に色づいていたり、同じ樹木

の葉であっても若葉から落ち葉へとしだいに変色して

いく。自然の色の変化を想イ象し各季節の山の色を描く。

準備物 :色紙、スケッチブック

t
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図あ そ び の 概 要あそびの名称

④
υ

〇

∪

決められた数の石を上に積み重ねるあそび。石でアー

チ作りに挑戦したり、何段積み重ねられるかを競 う。

場 所 :海辺 。河川敷の石の多いところ。

準備物 :場合によつては作業用手袋

38 石 あ そ び

W

キ
や

となりの人と間隔を開け、目をつぶる。その状態で指

示を出す。

指示の例
。太陽の輝いている方向を指さしてみましょう。

・ 風が吹いてくる方向を指さしてみましょう。

・ 音が聞こえてくる方向に向きを変えてみましょう。

一つ一つの指示の後、それぞれ 目を開けて確かめ合 う。

39 体で感じ取ろう

葉 つば観 察

樹木の枝または雑車の茎に付いている葉っぱの付き方

を観察する。葉脈の様子を観察する。

準備物 :メ モ帳

40

、ヽ

y画用紙などでメガホン状の集音器をつくり耳に当てる。

・ 静かな所でいろいろな方向に集音器を向ける。

・ どんな音が聞こえるか耳をすませる。

・ 音の種類を書きとめる。

お互いにどんな音を捕まえたか出し合 う。

準備物 :手作 り集音器、メモ帳

41 音をキヤツチ

夕日との出会い

日没 30分前ぐらいから日没後 1時間ぐらいまで西の空

に注目する。

・ 空の色の変化を目に焼き付ける。

・ 沈みかけてから沈み終わるまでの時間を予想する。

・ 夕日の沈む位置を予測する。

。一番星探しをする。

・ 太陽が動いていくことを実感する。

気付いたことを書きとめる。

準備物 :メ モ帳

42

籾

ヽ

あか

″
,

93

ヽ
|も

野生動物が残した形跡からその動物の行動を調べる。

足跡、樹木へのひつかき傷、エサ場、糞、体毛、巣、

脱皮した皮など動物が残した痕跡を発見する。どんな

動物がどんなことを考えていたのか、推理しながら野

山へ出かける。泥のあるところや雪の上ではくつきり

と足跡が残る。

43
アニマル

トラッキング
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図あ そ び の 概 要あそびの名称

緯
44 竹  楽  器

竹の表面にノコギリで溝をつけて、竹棒でこすり音を

楽しむ (竹ギロ)。 竹の表面に穴を開けて、息を吹き込

み音を楽しむ (竹笛)。 竹筒の中に、大豆、竹楽器ビー

ズ、小石などを入れて振って音を楽しむ (竹マラカス)。

準備物 :青竹、ノコ、す夕、キリ、輪ゴム

木の実の

アクセサリー

木の実や種などに穴をあけ、ひもを通してペンダント

作 りを楽しむ。小さな木の実のマスコット人形や飾 り

を作 り、安全ピンを付けてブローチ作 りを楽しむ。

準備物 :針金、ひも、小刀、キ

45

轟46
木の実の動物

や人形

マツカサやクルミ、どんぐりなどの木の実と、ひもや

針金、竹串などを接着させて動物や人形作 りを楽しむ。

つり下げたり、バランスよく置いたりできるようにす

るための工夫を楽しむ。

準備物 :接着剤、ひも、針金、釣 り糸

轟
生々
k ゴ

4-
崇

竹  食  器

野外炊飯とセットで様々な竹を使つた食器作りをする。

実際に完成した竹食器を使つて食事を楽しむ。

(おわん 。はし。水筒・スプーン)

準備物 :ノ コ、ナタ、ヤスリ、小刀、接着剤

47

◆

０

細竹を使って竹鉄砲を作る。草の実や紙などを玉にし

て、飛距離を競 う。的を段ボール紙で作って玉当てを

して楽 しむ。

準備物 :ノ コ、小刀、キリ

48 竹  鉄  砲
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あそびの名称 あ そ び の 概 要 図

49
木の枝

マスコット

木の枝、輪切りの木などの自然の形状を組み合わせて、

動きのある動物や人形作 りを楽しむ。完成した作品に

名前をつけてみるのも楽しい。

準備物 :ノ コ、キリ、小刀、接着剤、針金、ペンチ、

ピンセット、剪定ばさみ

50 木の枝フレーム

自然の木の枝を組み合わせて、写真や絵画を飾る額の

枠作 りをする。自分で撮影した「こだわリー枚」や写

生画などを実際に飾ってみる。また、木枠にワイヤー、

麻布、草花のツァレなどを巻いて装飾を楽しむ。

準備物 :接着剤、小刀、ペンチ、剪定ばさみ

伊 ♂

心

51

草木ミニ

タペス トリー

(壁掛け)

段ボールの台紙に木ぎれや章木の実、皮などを接着斉1

でくつつけ、壁掛け作 りを楽しむ。10cm四方程度の小

さな台紙を数枚つなげると長い壁掛けにもなる。

季 節 :春・夏

準備物 :ドライフラワー、接着剤、選定ばさみ

季 節 :秋・冬

準備物 :木の実や種物、接着剤、剪定ばさみ

ρ ‐ ρ

ゐ

52 枯れ木の生き物

少し大きめの枯れ枝に釘を打ったり、小枝を組み合わ

せたりして、生き物の土台づくりを楽しむ。毛糸やひ

もなどをぐるぐるに巻き付け、イメージする。立体的

な生き物に完成させる。

季 節

準備物

秋・冬

釘、カナヅチ、接着剤、ひも、毛糸、はさみ

か

53
小枝でつくる

モビール

木の枝にモールで作った毛虫をつ り下げたり、枝をは

わせたりしてモビールを作る。小枝を数種類用意して、

草木の実や小石で作った虫、または、ボタンやビーズ

などをバランスよくつ り下げてみる。

準備物 :針金、ピアノ線、糸、接着剤、小刀
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図あそびの名称 あ そ び の 概 要

串9 ■ ,

串
工

ｒ

森 の リー ス

丸い飾 り (リ ース)状にできるツタやツル性の車木を

採集する。それらを巻いてリースの輪を作る。またれ

木の実や種、枯れ葉などを接着剤や針金でとめる。リ

ボンなどでクリスマス用にアレンジできる。

季 節

準備物

秋・冬

接着剤、針金、リボン、剪定ばさみ、

クリアラッカー

54

55 木の実のツリー

紙粘上で円錐形の上台を作 り、その表面に松ばっくり

の弁や木の実、種などを貼 り付ける。木の枝やモール、

小さいベルなどを付け加えて、クリスマスのオーナメ

ントらしく装飾する。

季 節 :秋 欠

上、接着剤、剪定ばさみ準備物 :紙粘

森の家の

オルゴール

市販の小型オルゴールを用意し、輪切 りの板や枯れ枝

を上台にオルゴールを固定し、その周囲を木の実や枯

れ草などで森の小屋風に装飾する。

季 節 :秋・冬

準備物 :小型オルゴール、接着剤、ノヨ

56

ヽ
トウモロコシの

皮人形

トウモロヨシや竹、枯れ木などの皮を使って、マント

や毛皮をイメージして人形や動物を作る。小さい瓶や

ボール紙、紙粘上を上台にすることもできる。

準備物 :ひも、針金、接着剤、はさみ

57

木の丸太を上台に、大きめのピーナッツやそら豆、大

豆、黒豆などの形や色を工夫して、人の形や動物を作

る。野菜や果物も作れる。

準備物 :接着剤、剪定ばさみ、アクリル絵具

58
豆人形の

パーティー
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図あそびの名称 あ そ び の 概 要

ヾ
59 川 あ そ び

清流に手や足をつけたりしながら、自然とのふれあい

を深める。また、生き物を探したりして、自然 とのふ

れあいを楽しむ。水鉄砲や笹船などを持参して遊ぶの

もよい。素潜 りも楽 しい。

季 節 :春・夏・秋

準備物 :着替え

留意点 :グループで行動する。川の深みや流れに注意

する。

60 魚  釣  り

魚釣りの場所を選ぶ。季節や場所によリエサの種類な

どを考える。どんな魚が釣れたかを話し合う。漁業権

が設定されている場所では、必要に応じて事前に許可

を得る。

季 節 :春・夏・秋

準備物 :釣 り竿、 うき、おもり、エサ、バケツ、

長 ぐつ

「

魚をつかむ区域を決める。石の下や草が繁った川岸に

いる魚もとつてみる。どんな種類の魚がいたのか話し

合 う。水生生物を採集してみるのも楽しい。

季 節

準備物

春・夏・秋

着替え、たも、バケツ、タオル、

ゴム草履や長ぐつ

61 魚 つ か み

サワガニ相撲

谷川に入つてサワガニを見つける。サワガニをテーブ

ルの上にのせて相撲をとらせる。テーブルから先に落

ちた方が負け。

季 節

準備物

春 。夏

バケツ

62
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あそびの名称 あ そ び の 概 要 図

63 笹舟であそぶ

笹の葉の両端を折 り返し、三つにさいて切 り込みを入

れる。切り込んで三つに分かれた両端をはめ込んで作

る。笹舟を浮かべる。木の枝や枯れ葉なども浮かべて

レースをしよう。ショウブなどでもできる。

季 節 :通年

かM W μ

64
石投げ(水切り)

あそび

川や池などの水面に石を投げ、水面を何回バウンドさ

せることができるかを競 うあそび。水切 りともいう。

友だちと話し合って、 うまく飛ぶ石を集めてみよう。

季 節 :通年

＼
＼

晩 監

65 川石造形あそび

ジャモン岩を見つける。どんな形の石にしようかを考

え、必要な大きさに割る。サンドペーパーで磨き、艶

を出す。

季 節 :通年

準備物 :石磨き用のサンドペーパー

講

66 貝 殻 あ そ び

穴のあいた貝殻を集めてひもを通してペンダントを作

る。竹ひごを利用すると、貝殻モビールができる。

季 節 :春・夏

準備物 :ひも、竹ひご、接着剤

ノ

67
シーサイド

ウォーキング

水温、水圧、水量、水の流れを五感で感 じながら、海

岸を歩いてみる。磯の生き物探検隊を結成するとおも

しろい。磯で発見できる生き物のリス トを作ってみる。

季 節 :春・夏 。秋

VWへ

D電ゝ
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図あそびの名称 あ そ び の 概 要

く

がんじょうで浮力のある材料を使つていかだを作る。

丸太、 ドラム缶、発砲ステロール、タイヤチューブな

どをしつかりと結び付ける。かいには竹を利用する。

季 節 :夏

準備物 :丸太、 ドラム缶、発泡スチロール、

タイヤチューブ、竹

留意点 :ライフジャケットを着用する。

68 いかだあそび

69
ストーン

ペインテイング

川原の石の中から、おもしろそうな形で、お気に入 り

の石を選ぶ。石を洗つて、泥をおとすど石に絵を描い

てみる。石を動物や植物などに変身させる。友だち同

士作品を見せ合いながら、工夫したところを話し合う。

季 節

準備物

通年

アクリル絵具、細筆、パレット、水入れ、

新聞紙、布

70 流木細工

水辺に流れ着いた流木をよく洗って乾燥させる。創造

力やアイデアを生かして好みの形に仕上げる。つや出

しのニスを塗る。木のよじれ、ねじれ、からまりなど

を利用する。

季 節 :春・夏・秋

準備物 :ナタ、ノコ、キリ、ヤスリ、サンドペーパー、

ニス、接着斉J

71 潮干狩り

いろいろな貝を探す。どんな貝が収集できたか図鑑や

インターネットを使って調べてみる。

季 節 春・夏

スコップ、バケツ、熊手準備物

＼

ノ～

72
ビーチ

コーミング

季節風などで寄せ返す波が砂浜にいろいろな物を打ち

上げる。漂着物を拾い集めながら、海の自然や他国の

文化に親しむ。海からの贈 り物は一体何でしよう。

季 節

準備物

通年

ビユール袋、バケツ、作業用手袋、長靴
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団あそぴ

図あ そ び の 概 要あそびの名称

さ鱗鶯ザ稽

1 「ソーレ」のかけ声とともにリーダーはハンカチ

を投げ上げ、落ちてきたハンカチをつかむ。

2 参力日者はハンカチがリーダーの手から放れている

間拍手をする。

形 態 :リ ーダー対参加者

準備物 :ハ ンカチ

※ ハンカチを投げるまねをしたり、落ちてきたハン

カチをわざと拾わなかったり変化をつけるとおもし

ろくなる。

73
ハンカチ拍手

(導 入)

ざ

、

ぃ

86

1 リーダーの合図で参加者は目を閉じて座る。

2 合図から1分たつたと思った人から立ち上がる。

3 全員が立ち上がつたら、1分に近かった人をリー

ダーが紹介する。

形 態 :リ ーダー対参力日者

準備物 :ス トップウオッチ

1分間テスト

(導 入)

74

鮮|ヽ

役9曾 得

1 リーダーの拍手の数で参加者はイ本の向きを変える。

1回 =90° 右、2回 =90° 左、3回 =まわれ右

2 最初は目を開けたままで、慣れてくれば目を閉じ

て行うとおもしろい。

形 態 :リ ーダー対参加者

75
方 向 感 覚

(導 入 )

小ち

ソ
ィ

や
ち
P

1 勝ち抜きジヤンケン

リーダー対参加者でジャンケンをする。

勝ちまたはあいこの人はそのまま、負けた人はそ

の場に座る。

最後まで勝ち残った人がチャンピオンになる。

2 負け抜きジヤンケン

勝ち抜きジャンケンの逆。最後まで負け続けた人

がチャンピオンになる。

3 後出しジヤンケン

「ジャンケン・ポン 。ポン」の言葉に合わせてリー

ダー対参カロ者でジャンケンをする。

最初の「ポン」でリーダーが、後の「ポン」で参

加者はリーダーに勝つものを出す。

4 ジャンケンラリー

チェックポイントになる人を数力所に配置する。

参加者はスター トの合図で第 1チェックポイント

ヘ走り、リーダーとジャンケンする。勝てば次のポ

イントヘ進む。負ければどのチェックポイントであつ

てもスター ト地点に戻る。

一定時間内に何人ゴールできるかを競う。

形 態 :リ ーダー対参力日者

76

ジヤンケン

パリエーシヨン

(アイスブレイキング)
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室内でもで

あそびの名称 あ そ び の 概 要 図

77

ジヤンケン

パリエーションⅡ

(アイスル イキング)

1 あつち向いてホイ !

2人組でじゃんけんをする。勝った人は負けた人
の顔の前に人差し指をもつていき「あっち向けホイ !」

と言いながら、上下左右いずれかの方向に指を指す。
その方向に顔を向けたら負け。

2 ジャンケンミキシング
2人組でジャンケンをする。負けた人は勝った人

をおんぶして別の組を探し、上の人同士でジャンケ
ンする。負け組は勝ち組をおんぶする。それを繰り
返す。

3 ジャンケン列車
近くの人とジャンケンをする。負けた人は勝った

人の後ろから肩に手をのせ列をつくる。これを繰 り
返し、最終的に先頭の人がチャンピオンになる。

(一重円をつくりたいときに有効)

形 態 :参加者対参加者

78
数 集 ま り

(アイスブレイキング)

1 リーダーが「ツーレ」と言って拍手をする。
(1回、2回、3回 と順に数を増やす)

2 参加者はリーダーのかけ声の後、リーダーと同じ
ように手をたたく。

3 リーダーが「そこまで」と言ったら、そのときに
した拍手の数で集まる。

形 態 :リ ーダー対参加者

こ
ず

79
ジヤンケンたたき

(共に楽しむ)

1 2人組になって左手のてのひらをあわせ、右手で
ジャンケンをする。

2 勝った人は相手の手をたたき、負けた人はたたか
れないように上か下へ逃げる。

3 相手をどんどんかえてジャンケンを続ける。

形 態 :参加者対参加者

80
魂 の 握 手

(共 に楽しむ)

1 2人組になり、お互い心の中で声を出さずに 1～ 3

の数を決める。

2 「セーノ」の合図で、心に決めた数だけ相手の手

を握る。

3 お互いに同じであればその場に座 り、違っていれ

ばまた次の相手を探す。

形 態 :参加者対参力日者

81
キ ャ ッ チ

(共に楽しむ)

1 -重円になり、左手の人差し指と親指で輪を作 り、
左隣の人の前に差し出す。

2 差し出された輪の中に右手の人差し指を差し込む。
3 リーダーは「キャン、キヤツ、キャッ、……」と
コールする。

4 リーダーが「キャッチ」と言ったら左手は相手の

指を逃がさないように、右手は相手に捕まらないよ

うに逃げる。

形 態 :リ ーダー対参力日者

米りみ
弘χッ4‖
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図あそびの名称 あ そ び の 概 要
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82
関 所 破 り

(協力する)

1 班ごとにジャンケンマン1人を決める。
2 ジャンケンマンは別のグループの前に数メー トル離
れて立つ。(各 グループの距離が同じになるように)

3 「よ―い ドン」の合図で、先頭の人は自分のグルー

プの前に立っているジャンケンマンの所まで走り、ジ

ャンケンをする。
4 勝った人はそのままグループの次の人にタッチをす
る。負けた人はジャンケンマンの周りを 1周 してジャ
ンケンをする。これを勝つまで繰 り返す。

5 順番にリレーし、最後の人が早くゴールしたチーム

の勝ちとなる。

形 態 :班対抗

甲

1 班ごとにジャンケンの順番を決める。
2 順番にリーダーのところへ走り、 リーダーとジャン

ケンをする。
3 勝ったら袋の中からカー ドを 1枚持ち帰り、負けた

らそのまま帰って、次の人にタッチする。
4 早くすき焼きの材料を集めたチームの勝ちとなる。

形 態 !ヲエ対抗
準備物 :材料を書いたカー ド、袋
※ はじめに材料をみんなで確認しておく

83

すき焼き

ジャンケン

(協力する)

84
電 車 競 争

(協力する)

1 紙テープで輪を作 り、その中にグループ全員が入る。
2 スター トの合図で、ゴールまで競争する。
3 紙テープが切れたらその場で止まり、結び直してか

ら再びスター トする。

形 態
準備物

班対抗
紙テープ

85
間違いの構図

(協力する)

1 片方のグループが一つのポーズを決める。
2 もう一方はそれをよく観察する。
3 -定の時間が過ぎたら、観察グループは後ろを向く。
4 観察グループが後ろを向いている間にポーズを変え

る。 (6カ 所ぐらいがよい)

5 観察グアレープは向き直って、変えたポーズを見つける。
6 役割を交代して、間違いを見つけた数の多さで勝敗
を決める。

形 態 :2チーム対抗

√

86
アウト・セーフ

(協力する)

1 ジェスチャーの練習をする。
正しい=セーフと言いながら両手を広げる。   ｀

間違い=アウトと言いながら右手を握ってあげる。
2 リーダーが問題を出す。
3 各グループで相談する。
4 リーダーが「いかがでしょうか ?」 とコールしたら、

グループ全員でセーフかアウトかを示す。
5 正解の数で勝敗を決める
※ グループの中に 1人でも違 うサインを出した人がい

たらそのグループは不正解とする。

形 態
準備物

班対抗
クイズ
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六とな集口ででとるあとび
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るあそび

図あ そ び の 概 要あそびの名称

さ
87 か くれ ん ぼ

まず鬼を決める。鬼は自分の陣地で目をつむって 100数

える。その間に他の人はどこかに隠れる。教え終わっ

たら、鬼は人を捜しに行く。誰か見つけたら、その人

の名前を大きな声で叫び、陣地にタッチする。見つけ

られた人は、鬼よりも早く鬼の陣地にタッチすれば鬼

の負けになる。また、誰かが鬼に見つけられる前に鬼

の陣地にタッチすれば、鬼は負けとなる。

88 鬼 Eつ こ

まず鬼を決める。鬼は他の人にタッチする。タッチさ

れたら鬼は交代する。バリエーシヨンとして「いろ鬼」

「高鬼」などがある。「いろ鬼」は鬼が色を指定して、

その色をしているものにさわつているときは、タッチ

されない。「高鬼」はフィール ドよりも高いところにい

る間はタンチされない。

鬼が増えていく「鬼ふえ」というルールもある。

「

89 陣  取  り

2チームに分かれて、適当に離れたところに、自分たち

の陣地を決める。自分の陣地から出発して相手に捕ま

えられないように相手の陣地に着いたら勝ち。相手に

捕まるのは相手の方が新しく陣地から出た時で、常に

新しく陣地を出た人が強い。捕まったら捕虜になり、

相手の陣地につながれる。

2.3

4.

90 探 偵

探偵 とぬすびとの 2チームに分かれて、探偵はぬすび

とを捕まえる。ぬすびとをつかんで 10教えると、つか

まれたぬすびとは捕虜となり、探偵の陣地につながれ

ていく。ぬすびとは探偵に捕まらなければ捕虜を助け

ることができる。全員捕まれば終わり。
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大きな集

あそびの名称 あ そ び の 概 要 図

91
人間

アスレチック

まず 2チームに分かれて、どちらが先にアスレチック

コースのア トラクションになるか、コースを回るかを

決めるっそして、チーム内でさらに適当な小グループ

に分かれる。それぞれのグループで、自分たちがどん

なアスレチックコースのア トラクションになるのかを

考える。それから、コースが周回となるように適当な

位置に散 らばる。コースを回る人は競争するのではな

く、自分の体力にあったペースで回る。

92 S け  ん

フィール ドに大きな S字を描き、自分たちの陣地を決

める。その中にフラングまたは踏みつけるための円を

描く。相手陣地のフラッグまたは円にたどり着ければ

ゲームセット。ルール として、 S字の線はまたいだ り

飛び越えられない。陣地の外はケンケンでしか移動で

きない。ケンケンで移動中にこけた り、両足が着いた

ら陣地から再スター トしなければならない。

ス

入

パ ｐ
げ

93 ボールあて

まず鬼を決める。全員が屋根の下で待機し、鬼が屋根

の上にボールを投げる。鬼はボールが屋根の上にとど

まっている間に次の鬼の名前を叫ぶ。呼ばれた者はボー

ルが地面に着く前にキャッチしなければならない。も

し鬼が、ボールを落としたら、そのl舜間鬼以外の者は

ダッシュで逃げる。

鬼はボールを拾ってその時「止まれ !」 と大声で叫ぶ。

その場で全員ス トップする。鬼は自分のいた場所から

5歩移動して、誰かにボールを当てる。当たれば鬼を交

代する。

デ為 lヽレ

生能
ずt辛

配

94 う す ま き

地面にくねくねした 1本の線を描く。 (う ずまきもある)

その両端に 2チームが 1列で待機する。先頭の人が同

時にスター トして線に沿って走る。出会ったところで

ジャンケンをする。勝てばそのまま線に沿ってすすみ、

負ければ次の人がスター トする。相手の陣地に入つて

いけたら勝ち。

★「

'狩

若ンク

奥

^芥

95
て ん だ い

(てんちょ)

地面に「田」の字を描く。1人で 1つのマスを自分の陣

地にする。ボールを一度自分の陣地についてから、だ

れかの陣地に入れる。ミスしたら負け。4つの場所に

1.2.3.4と 位を付けて、負けたら入れ替わるのもよ

い。地面に「日」の字を描いて、2人でもできる。

″ 易ン
鳥
入 衆
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るあそぴ

図あそびの名称 あ そ び の 概 要

、l!′
1ヽ1′

ノイ!
Ⅲ

、W/

ヽ`′r

96
ネイチヤー

ヒヤリング

芝生に寝っ転がり、 リラックスする。使える全ての五

感を使つて自然を感じる。目を閉じてもよい。季節に

より、においや音の違いがわかる。

穏
犠

系

贔

類
→ ←

3人で土台を組む。その上に帽子をかぶつた人が乗る。

2チームに分かれて時間を決めて団体戦を行 う。多くの

帽子をとったチームが勝ち。騎馬から落ちたり、騎馬

が崩れた場合は負けとなる。ケガをしないように十分

注意をする。

97
帽 子 取 り

(騎馬戦)

フィール ドに 4～ 5mの四角を描く。鬼は目隠しをし

てその中にいる人を捕まえる。鬼は交代したり、手を

つないで増やしていってもよい。

98 め つ ぶ り鬼

浴

Υ
幾

9ヽ
発
キック

まず鬼を決める。地面に立てた缶を鬼以外の人が蹴る。

おには蹴られた缶を拾ってきて元の場所に置き、その

場所で目をつぶり50数える。その間にみんなは隠れる。

それから鬼はみんなを探し始める。見つけるたびに「O
Oちゃん、みつけ」と言つて缶を踏む。見つけられた

者は、鬼が名前を叫んでから缶を踏むまでに缶を蹴る

ことができれば捕まえられない。また、鬼が誰かを探

している間に誰かが缶を蹴ると、鬼は再び缶を元の場

所に置いて 50教えるところから再開する。

99 缶  け  り

私 は だ あ れ

互いに相手の背中にガムテープを切つて貝占り付ける。

相手にわからないように連想した動物の名前をガムテー

プに書く。周 りの人に質問しながら、自分の背中に書

いてある動物を当てる。たとえば、「私は森に住んでい

ますか」という質問をする。質問に対する答えは「は

V｀」「いいえ」「わかりません」の 3つ。私の名前がわ

かったら、ゲームのリーダーに確認してもらう。合つ

ていれば、背中のガムテープをはずしてもらう。

100
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活 動 の 留 意 点

野山や森、林でのあそびの中で注意しなければならないのは危険な生物です。それらのほとんどは、
触らなければまず平気です。しかし、自然の中で何にも触らないで活動することはまず考えられませ
ん。

植物によるかぶれの場合、中にはウルシの木のそばを歩いただけでかぶれてしまうという人もいま

すが、直接触っていなくても、ウルシの成分が付着していたり、ウルシの葉に付いていた雨の水滴や
露が飛散し、体に付着するケースもあります。防衛策としてはその物質に触れにくくすることが大切
です。

アブやササダニ、蚊のような刺し毒による被害も当然のことながら、刺されにくくすることが最大
の安全策となります。

したがって、シーズンを通して、できるだけ長袖、長ズボンに靴下の着用を基本としなければいけ
ないことは言うまでもないことです。もちろん、暑い夏の日でも同様です。また、あそび場所の状況
にもよりますが、生い茂る草むらの中であそぶ場合には、作業用手袋やひさしのついた帽子なども必

需品です。

履物は、活動しやすい運動靴が基本ですが、状況や場合によつては長靴も考えられます。

(1)危 険な植物

あそびの場所が野山や森、林を主とする場合、次のような危険な樹木や草花を頭に入れておきたい

ものです。         i

○ ウルシ

ウルシは最もよく知られている危険な植物です。

最もよく知られているということはそれだけウルシ

によってかぶれる事例が多いということを意味して
います。

ウンドクラフトで知らないうちにウルシの木を使
っていたという例も数多くあります。

○ キヨウチクトウ、 ドクウツギ、アセピ

樹液を直接なめたりしてはいけない植物です。これらの木の枝を箸の代用にしたため、
大きな事故につながった例も報告されています。

○ ノイメヾラ

他の雑草に紛れて繁殖し、そこへいったん足を踏み入れるとどうしようもない状態になっ

てしまうので注意したいものです。

○ トウダイグサ、クサウルシ、タケニグサ、クサノオウ

乳液を出し、かなりの刺激毒を持っているといわれます。これらはどこにでも繁殖して
いる植物です。
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○ キツネノボタン

かわいい花と、金平糖のような実をつけることで親しまれているキツネノボタンには強

い毒性があります。気軽に摘み取られる可能性が高い草花なので、摘み取つた手で顔や日

元を触らないよう注意したいものです。

これらの植物は「森のレス トラン」「リース作 り」などの活動では十分注意が必要です。

(2)危 険な生き物

危険な生き物については、前述したアブやササダニの他に春から秋、特に秋口に被害が多く出るの

がスズメバチです。スズメバチはカブ トムシやクフガタなどと同様に、クヌギなどの樹液を好みます。

したがって、子どもたちのあそび場所になりやすいところに多く出没すると考えなければなりませ

ん。

スズメバチの巣を見つけたら、その巣に近づかないことが大切です。スズメバチは早い動きに反応

しますので、巣の近くに踏み入つたとしても慌てずにその巣から真っ直ぐに遠ざかるようにしなけれ

ばなりません。スズメバチは攻撃する前にカチカチと音を立てて威嚇します。その音を聞いたらその

場から遠ざかることが肝要です。

また、野山のあそびでは、マムシやヤマカガシといった毒蛇についても予備知識が必要とされます。

かまれたあとの処置法については、慌てて走ったり、動いたりせず、静かに落ち着いて行動し、とに

かく病院に行って手当てを受けることです。マムンのジャンプカといつても30cm位ですので、長靴を

履くなどしておれば大丈夫です。

その他、気をつけたい生き物としてムカデ、ヤマビル、ツツガムシなどがあります。

野山や森、林でのあそびで安全上留意しなければならないのは服装です。なるべく肌が露出しない

服装を心掛けることが一番の条件です。

⇔ 自然物クラフ_卜箆そぴ _

自然の中に落ちている素敵なものを探してください。自分のアンテナをピンと立てていれば、きつ

と何か気になるものが見つかります。落ち葉、枯れ枝、石ころ………。普段なら見逃してしまうような

ものの中に宝物があります。

奇妙な形になった木の枝。ざらざらとした手触 りが気になる石。艶やかな輝きのある木の実。色、

形、感触、そのどこに心引かれるのか分からない時も、出会ったことの感動を大切にして、じつくり

見つめることが大切です。何に見えてくるか、それが大切です。

足もとに落ちている一本の枯れ枝に気づいてください。それは何かに見えませんか。誰かに似てい

ませんか。その枯れ枝はあなたに何かを語 りかけてきませんか。ここからこの自然物クラフトのあそ

びは始まります。

よく目を凝らして、耳を澄ませて、五感を総動員してすてきな手がかりを見つけてください。難し

い技術や高価な道具は必要ありません。半分は自然がつくってくれているのですから………。

知つておきたい自然物クラフ トの基本

O 竹の割り方

・竹の節を見て、皮のむけた部分のあるのが下側。常に上から下方向に割 ります。

・竹の切 り日にナタをあて、ナタの背を木槌で打って割 ります。
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・竹をナタで割る際に、ナタの刃を保護するためにも、板や木を輪切 り状にしたものなどの上で行

うことが必要です。

・ナタは素手で持つように心掛けたい。皮の作業用手袋などの場合は滑りにくくてよいのですが、

木綿やビニール製の作業用手袋は手元が滑りやすくなり、かえって危険度が高くなるので十分注

意したいものです。

・竹を持つ方の手は安全のため、作業用手袋をすることが大切です。

○ 木の割り方
。木の割 り方は竹の場合と反対で、株に近い方から上 (先)の方向に割 ります。

・割 り方及び安全についての留意点は竹の場合 と同様です。

○ ノコの使い方
。両刃ノコには縦引き用と横引き用があり、板の木目に合わせて使い分けます。

板の目に沿って切る場合はノコの目の粗い方 (縦引き)を使用します。また、板の日に対して垂

直に切る場合は目の細かい方 (横引き)を使用します。
・ベニヤ板や薄い板を切る場合は、日の細かい横引きを使用します。
・竹や木の枝を切る時には、しっかりと押さえ最初の一切 りを前方向に軽く動かして、刃の入る筋

をいれると刃先がずれにくくなります。

・ノコは押す時に力を入れるのでなく、引くときに力を入れるようにすれば、スムーズに切ること

ができます。

○ クラフトすイフの使い方
・ナイフを持つ手はナタと同様、素手で持つのが望ましい。もう片方の手は安全のため作業用手袋

をしましょう。

・右利き用、左利き用とあるので使用前のチェックが必要です。

・使用しない時は刃の部分をさやに入れ安全を心がけることが大切です。

○ 換気に注意

・接着剤、塗料などの使用及び電動糸ノコなどの使用の場合は窓を開けたり、換気扇を使用し空気

の還流に配慮が必要です。

○ 作業スペースの確保

・多人数で行 う場合、隣の人 との感覚は十分ゆとりをもたせることが大切です。窮屈な場所での作

業は危険を伴 うため、ゆとりのある作業スペースの確保が必要です。

○ 応急処置の知識

・クラフト活動では鋭い刃物等を使用するため、切 り傷、刺し傷を負 うことが多々あります。この

ような傷を負った時の応急処置の仕方を身に付けておきたいものです。切 り傷などで出血したと

きの上血方法、金づちを使用していての打撲時の処置など基本的な応急処置の仕方を身に付けて

おくことが大切です。

五感というアンテナを高く立て、自然の中の落し物に対してインスピレーションを働かせ、安全に

十分留意しながら作品を作 り上げてください。きっと、世界に二つとない大切な宝物となることでし

よう。
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.令_水迎のあそぴⅢ

水辺であそぶのはとても気持ち良く楽しいものです。しかし、自分の希望通りの場所を見つけるま

でが一苦労ですが'… …。あそびに最適な場所が見つかると、泳いだり、潜ったり、飛び込んだり、ま

た、岸では水切りあそびをしたり、石に絵を描いたり、流木でクラフトを楽しんだりと様々な楽しい

あそびが待っています。

いうまでもなく、水辺のあそびは「水」とのかかわりの中で行われる活動であり、自然の中で人間

の水に対する適応能力を高めることにもつながります。

しかし、楽しい水辺でのあそびの中には常に危険が潜んでいるため、常に安全を最優先して行わな

ければなりません。水辺の事故は、ただちに人命に結びつく危険性をもつています。そこで、水辺あ

そびの安全についていくつかの留意事項を紹介します。

O 天候を調べよう
。川は上流で雨が降ると水かさが増し、水が濁ります。川へ行く場合は、前日までの雨の降り方に

注意が必要です。また、ダムの下流では大雨の後などに急に大量の水を放流することがあります。

ダムの下やダム近くの中洲で遊ぶ場合は特に注意が必要です。水の濁りが消え、澄んできれいに

なるまで 2日 ～ 5日 程かかります。

O 川での一人あそびは危険です
。川など水辺での一人あそびは大変危険です。何人かのグループをつくリー緒にあそぶようにした

いものです。大人が一緒だと安心です。

○ 事前にあそび場所を調べておこう
。流れの速い場所、急に深くなっている場所、ゴミがたまつている場所など、危険箇所を事前に把

握しておくことが大切です。

・急な雨、雷などに見舞われたときの避難場所となるところを探しておきたいものです。

O はだしは危険です
。川や海の磯などで遊ぶ場合、はだしは大変危険です。釣 り針やガラスなど危険なものが落ちてい

ることがあるので、古くなった靴など、水に濡れてもよい靴や長靴を準備しましょう。

O 水の中に入る時には準備体操を忘れずに

・海や川で泳ぐ前には、十分な準備体操が大切です。準備体操が足りないと足の指がつったり、ふ

とももやふくらはぎの痙攣の原因にもなります。

O □―プの適用を考えよう
。川は流れがあり大変危険も大きくなります。そこで、ロープの活用をすすめます。あそび場所よ

り少し上流に一本、下流に一本ロープを張っておくことにより、あそび場所の範囲の確認ができ

るとともに、流された場合の命綱ともなります。

。ロープを伝って向こう岸へ安全に渡ることもできます。

・ロープの中央部くらいに浮き輪をつけておくとロープの場所を明確に示し、また、救命浮環 (救

命ブイ)の役割も果たします。
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○ 満潮 。干潮の時刻を調べよう
。潮だまりにあそびに行く場合は、満潮時に行ってもあそぶことができません。満潮と干潮の情報
は新聞の暦コーナーに記載されています。また、電話では 177番の天気予報でその地方の波の高
さを教えてくれます。

O 危険な生き物を知ろう
。川の近くの車むらにはマムシなど毒を持った生き物がいる場合があります。草むらの中に安易に
入らないよう注意が必要です。

・海では、アンドンクラゲやウニ、ウツボなど危険な生き物が多く生息しています。このような危
険な生き物を見つけた時にはその場からすみやかに離れるとともに、他の人たちにも知らせましょ
う。

O 急な天候の変化に注意
・急に曇り、気温が下がつたり、晴れていても風が強くなったりすると体感温度が下がり寒く感じ

ることがあります。その時は水から上がって身体を拭き、バスタオルや衣類を着用して保温する
ようにしましょう。

・雷鳴が近い時はあそびをすぐに中止し、岸に上がるようにしましょう。

水辺でのあそびは、命に関わる危険と隣り合わせであるということを常に自覚し、安全を第一に考
えて活動しましょう。そのためにも入念な下見と計画が必要です。
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〇 「自然学校で楽しむあそび 100選」に関する参考文献

発  行  所著 者

lttl誠 文堂新光社とよた 時自然ものしリランド楽しいキヤンピング 山

lttl誠 文堂新光社とよた 時自然ものしリランド楽しい山歩き

lttl誠 文堂新光社とよた 時自然ものしリランド楽しいキヤンピング 海・サ||

い大月書店
地学団体研究会『シリーズ 。自

然にチャレンジ』編集委員会
シリーズ。自然にチヤレンジ④

さあいこう 川はともだろ

実業之日本社増田 義和小学校 1・ 2年生 生活科学習すかん

明治図書館出版lttl監修 東山 明・岸本 肇野外活動・遊び・ゲームアイデア集3
野外・探検遊びをしよう

明治図書館出版 lttl監修 東山 明 ‐山田 卓三自然・生活・科学体験アイデア集1 ｀

ギづくりの自然遊びをしよう (植物編)

明治図書館出版lttl監修 東山 明 。山田 卓三自然 '生活・科学体験アイデア集5
自然観察で楽しく遊ぼう

ベネッ
コーポ

セ
レー シ ョン谷 日 正彦フィニル ド遊びガイ ド

lttl池 田書店池田 豊自 然 野 外 遊 び

lttl黎 明書房芸術教育研究所伝 承 遊 び 事 典

農山漁村文化協会山田 卓三心、るさとを感じるあそび事典

―したい 。させたい原体験 300集一

農山漁村文化協会山 田 卓三いのちを感じるあそび事典

福音館書店奥成 達遊 び 図 鑑
―いつでも どこでも だれとでも一

日東書院日本ネイチャークラブ自然と触れ合う野外遊び

神戸新聞社菊田 穣
ネイチャーウォッチング

四 季 の 革 木 あ そ び

甲南出版社兵庫県小学校教育研究会体育部会心、るさと兵庫のあそび

小峰書店竹井 史郎
すぐにできるやさしいあそびの本⑩

グ ル ー プ あ そ び

小峰書店竹井 史郎
すぐにできるやさしいあそびの本⑥

革 花 あ そ び

lttl保 育社実野 垣久
はてな なるほど サイエンス◎

くさむらのたんけん

日本 環 境教 育
フォー フム日本環境教育フォーラム自然体験アクテイビティ集

(財)日本教扉昇薪(財 )日 本教育科学研究所i OREシ ト

(財)日 本教育科学

研究所野口 和行 他
アウトドアゲーム指導法マニユアル

自然体験活動の方法
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自然学校の円滑な実施のために

自然1学校実施要項

自然学校に1活用されている主な宿泊施設

自然学校に活用されている主|な県立施設



O 自然学校の円滑な実施のために

自然学校は各学校が主体的に計画し実施するものであるが、県教育委員会では、自然学校をより

充実したものとするため、下記のことがらについて、施策を講じている。

(1)自然学校専門指導員等の配置及びその活動

① 自然学校専門指導員の配置

ア 教育事務所等配置 匡〉 実施校の事前指導 。現地指導 。事後指導、プログラム指導、

プログラム開発及び研究調査、指導員・救急員等の確保等

イ 県立拠点施設等配置 匡〉 案施校の現地指導、受入れ準備、プログラム相談 。開発、

下見相談、調査・統計等

嬉野台生涯教育センター、母と子の島、西はりま天文台公園、兎和野高原野外教育センター

② 自然学校救急員の配置 E〉 実施校の健康安全指導・事前指導

子どもの病気 。けが等の応急処置及び医療機関利用の判断

子どもの健康状況調査、施設内の安全指導等

嬉野台生涯教育センター、母と子の島、西はりま天文台公園、兎和野高原野外教育センター

西播磨・但馬・丹波教育事務所、南但馬自然学校

③ 自然学校専門指導員等の派遣

自然学校の実施に際し、教育事務所等に配置している自然学校専門指導員等を実施校の要請に

応じて派遣する。

ア 指 導 内 容 に〉 事前指導、現地指導、事後指導

イ 派遣場所及び範囲 匡〉 自然学校専門指導員等が所属する教育事務所管内の県立及び市町組

合立等施設及び所属する教育事務所管内の実施校

ウ 派 遣  申 請 ⇒ 派遣を希望する自然学校実施校は、市郡町組合教育委員会を通じて

教育事務所長に「自然学校専門指導員等派遣申請書」を提出する。

④ 自然学校救急員の派遣

自然学校の実施に際し、教育事務所等に配置している自然学校救急員を実施校の要請に応じて

派遣する。

ア 派 遣 施 設

配   置 派 遣 先

管内の公立施設西播磨教 育事務所

但 馬 荻 育 事 務 所 管内の公立施設 (豊岡市、城崎郡、出石郡、浜坂町、温泉町)

丹 波 教 育 事 務 所 管内の公立施設

南 但 馬 自然 学 校 但馬教育事務所管内の公立施設 (朝来郡、養父郡、村岡町、美方町)

イ 派 遣  申 請 ⇒ 派遣を希望する自然学校実施校は、市郡町教育委員会を通じて、教

育事務所長に「自然学校救急員 (ブ F常勤)派遣申請書」を提出する。
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(2)指導員等の確保方法

実施校が、実施計画に基づき、必要な人材の確保を所管の教育委員会に依頼すれば、教育委員会
は責任を持って教育事務所、野外活動施設と連携し、当該自然学校の円滑な実施が図られるように

する。

① 実施校が、所管の教育委員会に確保を依頼する。

各 実 施 校
確保依頼 ⇒

ぐコ 確保通知

所 管 教 育 委 員 会

(教育委員会で確保する)

② 所管の教育委員会で確保が困難な場合は、管内の教育事務所に確保を依頼する。

所管教育委員会
確録依頼 E〉

ぐコ 確保通知

所 管 教 育 委 員 会 所

(教育事務所で確保する)

③ 野外活動施設等は、当該活動施設で確保できる人材 (技術指導員、指導補助員、救急員)を学
校、教育委員会、管内教育事務所に明示し、十分連携できるようにする。
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自然学校実施要項
1趣  旨

学習σ)場を教室から豊かな自然の中入移し、児童が人や自然、地域社会とふれ合い、理解を深め

るなど、さまざまな体験活動を通して、自分で考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解

決する力や、生命に対する畏敬の念、感動する心、共に生きる心を育むなど、「生きる力」を育成す

ることを目的とする。

2実 施 対 象

小学校 5年児童とする。

3期  間

5泊 6日 とする。

4 実 施 内 容

(1)日 常生活では味わえない感動体験など、自然学校で指導することにより効果が上がる活動を

行う。

(2)施設に宿泊し、周辺の自然についての学習や地域とのかかわりのある活動を行う。

一活動例― (児童や学校の実態に応じて創意工夫すること)

O自 然観察 ○登山・ハイキング Oオ リエンテーリング ○ナイ トハイク ○星空観察

○自然の素材を使つたクラフト O基地づくり O川遊び ○野外炊事 ○テント泊

Oキャンプファイヤー ○魚釣り Oカヌー・カッター体験 ○課題研究 (環境・気候・生物・

産業・歴史・文化財 。民話等)O地 域との交流 (地域の暮らし。伝承遊び等)O伝 統工芸 。

芸能学習 ○勤労体験 (農林業等)○福祉施設との交流 O国際交流体験 O奉仕活動など

5利 用 施 設

実施校の活動計画に基づき、それに適した県内の施設を選定するものとする。

6指 導 員 等

自然学校の効果的な実施を図るため、教員の外に体験活動の指導に当たる指導員、その補助に当

たる指導補助員及び救急員を置くものとする。

7 計画・立案
「生きる力をはぐくむ体験活動」等、県教育委員会の作成した資料等を参考に、自然学校を年間

指導計画に位置づけ、以下の視点に留意しながら、子どもの側に立った活動とする。

ア 計画にあたつては、児童の参画のもと、興味・関心を重視した選択型プログラムを設定する

など、子どもたちの主体的な活動が展開されるようにすること。

イ ーつの活動にじつくりと取り組むなどゆとりあるプログラムとするため、深まりや発展性の

ある活動、試行錯誤を大切にした活動などを重視し、実施期間中に活動場所を大きく移動する

などの過密なプログラムを組まないこと。

ウ 友だちとの共同生活や地域とのふれあいを通して子どもたちの人間関係を豊かにするととも

に、自己を見つめ生き方を考えるきつかけとなるよう配慮すること。

工 豊かな自然とふれあう活動を中心に据え、自然に対する認識を広げ、深めさせるとともに、

命あるものを身近に感じ、生命を尊重する心を醸成するプログラムとすること。

オ 自然学校で身につけた力が学校や家庭、地域社会での生活でも生かされるよう配慮すること。

8 教員の勤務について

教員が引率指導業務に従事する期間は、原則として 2泊 3日 とする。

特に、女性教員は 2泊 3日 以内とするとともに、特別な家庭事情のある教員については、 日帰り

も含めて弾力的に対処する。

9補 助 金

市町 (市町の組合を含む)が県の補助を受けて実施する自然学校に要する経費に対し、自然学校

推進事業補助金交付要綱の規定により補助金を交付する。
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自然学校に活用されている主な宿泊施設

区 分 施   設   名 所   在   地 宿泊定員 連  絡

国 立 淡 路 青 年 の 家 〒656-0543三原郡南淡町阿万塩屋757-39 400 0799-55-0460

南 但 馬 自 然 学 校 〒669-5134朝来郡山東町迫間宇原189 270 0796-76-4730

総 合 林 育 館 〒663-8142西宮市鳴尾浜1丁 目16-8 約 400 0798-43-1143

奥 猪 名 健 康 の 郷 〒666-l1201川辺郡猪名川町杉生宇奥山卜22 180 0727-69-0485

丹 波 林 間 学 校 〒669-2145篠 山市木津字前山19Ⅲ2 100
篠山市
教育委員会

0795-97-3088

0795-94-1131

嬉 野 台 生涯 教 育 セ ンター 〒673-1415加東郡社町下久米1227-18 480 0795-44-0711

母 と 子 の 島 〒672-0100飾磨郡家島町西島 217 07932-7-1508

西 は り ま 天 文 台 公 園 〒679-5313佐用郡佐用町西河内407-2 128 0790-82-0598

三 室 高 原 青 少 年

野 外 活 動 セ ン タ ー
〒671…3232宍粟郡千種町河内宇真所

120
千 種 田丁

教育委員会

0790と76-2249

0790-76-2210

西 播 磨 文 化 会 館 〒679-4311揖保郡新宮町宮内458-7 80 0791-75-3663

但 馬 文 教 府 〒668-0056豊岡市妙楽寺41-1 78 0796-22-4541

兎和野高原野外教育センター 〒667-1336美方郡村岡町宿宇兎和野791-1 184 0796-94-0211

但 馬 牧 場 公 園 〒669-6813美方郡温泉町丹土 69 0796-92-2641

但 馬 長 寿 の 郷 〒667-0021養父郡八鹿町八鹿1675 100 0796-62-8456

県 立

淡 路 文 化 会 館 〒656-1521津名郡一宮町多賀600 60 0799-85-1391

神 戸 市 立 自 然 の 家 〒657-0101神 戸市灘区六甲山町中一里山1-1 208 078-891-0001

宝 塚 市 立 少 年 自然 の 家 〒669-12■ 宝塚市大原野宇松尾1 192 0797-91-0314

伊丹市立野外活動センター 〒669-1412三 田市木器字南下山1266-10 280 0795-69-1165

三田市立野外活動セ ンター 〒669-1401三 田市小柿949 160 0795-69-0388

事務組合立丹波少年自然の家 〒669-3803氷上郡青垣町西芦田イグ32-2 444 0795-87-1633

明石 市 立 少 年 自然 の 家 〒674-0064明石市大久保町江井島567 230 078-947-6181

加古サ|1市立少年自然の家1野外活動センター 〒675-0435加古川市東神吉町天下原715-5 220 0794-32-5177

財団法人三木山人と馬とのふれあいの森協会
三木ホースランドパークエオの森研修センター

〒673-0435三木市別所町高木 160 0796-83-8110

西 脇 市 立 青 年 の 家 〒677-0039西脇市上比延町字伊勢山1434-8 200 0795-22-0703

加 美 町 立 青 年 の 家 〒679-1201多可郡加美町豊部1840-53 100 0795-35-1572

高 砂 市 立 青 年 の 家 〒676-0031高砂市高砂町向島町1710 106 0794-43-2155

姫路市立藤ノ木山野外活動センター 〒679-2113姫路市山田町南山田1354-4 320 0792-63-2997

姫路市立引原野外活動センター 〒671-4204宍粟郡波賀町引原307-3 326 0790-73-0453

姫 路 市 立 星 の 子 館 〒671-2222姫路市青山1470-24 100 0792-67-3050

神崎町立グリーンエコー笠形 〒671-2411神崎郡神崎町根宇野1019-13 300 0790-32-1307

神 崎 町立新 田ふ る さ と村 〒679-2401神崎郡神崎町新田340-1 150 0790-33-0870

姫路市立梯野外活動センター 〒679-2513宍粟郡山崎町梯313-13 420 0790-62-3121

波賀町サイクリングターミナル

(波賀高砂の家 )

〒671-4213宍粟郡波賀町原625 270 0790-75-2355

尼崎市立美方高原 自然の家 〒667-1532美方郡美方町新屋 (中サバ) 260 0796-97-3601

あ け の べ 自 然 学 校 〒667-0435養父郡大屋町和田■84(明延) 225 0796-68-0258

西宮市立山東少年 自然の家 〒669-5125朝来郡山東町栗鹿宇細田2179 260 0796-76-4100

体 H限 村 竹 野 海 岸 〒669-6201叛崎郡竹野町竹野1047 157 0796-47-1511

市町組

合立等

但馬海岸豊岡簡易保険保養センター 〒669-6123豊 岡市小島宇荷柄1188-8 90 0796-28-3375
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○ 自然学校で活用されている主な県立施設

連   絡主 な 活 動所   在   地施   設   名

078-741-6533・防災学習 (地震体験)
T651-1102

神戸市北区山田町下谷上宇中一里山15-13防 災 科 学 館

0797-32-2255
カヌー、ヨット、

ボー ト体験

〒659-0032

芦屋市浜風町30-2海 洋 体 育 館

屋内展示の自然史めぐり

環境学習等
0795-59-2001T669-1546

三田市弥生が丘6丁 目人 と 自 然 の 博 物 館

・クラフト創作を主とした木

の文化にふれる活動
0795-73-0725〒669-3312

氷上郡柏原町田路102-3丹 波 年 輪 の 里

・四季の車花を楽しむ活動

・野外広場での活動
0790-47-1182〒679-0187

加西市豊倉町飯森1282-1
フ ラ フ セ ン タ

・バラ園フラワーガーデン

・マウンティンバイク等
0795-48-5289■-679-0212

加東郡滝野町下滝野1275-8播 磨 中 央 公 園

0794-83-6100・森林浴
〒673-0433

三木市福井字三木山2465-1三 木 山 森 林 公 園

0795-28-4851
。燻製体験 ・木エクラフト

・ホタルの観察

T679-0312

多可郡黒田庄町門柳87卜14束 は りま 日時 計 の 丘 公 園

0792-88-9011
兵庫県の歴史学習

姫路城に関する学習

〒670-0012

姫路市本町68歴 史 博 物 館

0790-77-0103
生きた昆虫の生態観察

昆虫の標本見本

T678-5227

佐用郡南光町船越617昆 虫 館

・塩づくり体験

・アスレチック
07914-5-0800T678-0215

赤穂市御崎1857-5赤 穂 海 浜 公 園

07915-8-1155・播磨科学公園都市の見学
〒678-1201

赤穂市上郡町金出±1499-3
播磨科学公園都市オプ トピア

(PR館 )

0796-78-1701
・淡水魚の生態観察
。魚釣り体験

T679-3442

朝来郡朝来町田路1164水産試験場内水面漁業センター

0796-74-1230農産物の加工体験

牛の見学

五=669-5254

朝来郡和 田山町安井123北 部 農 業 技 術 セ ン タ ー

0796-76…2257・樹木を中心とした体験学習
〒669-5114

朝来郡山東町野間903-1
森 林 ・ 林 業 技 術 セ ン タ ー

緑  化  セ  ン  タ  ー

0796-62-8456
・福祉体験 。木エクラフト

・陶芸 ・里山散策
T667-0021

養父郡入鹿町入鹿1675但 馬 長 寿 の 郷

0796-28-3085
・カヌー、カヤック、カンタ~
・スケー ト体験 ・プール

〒669-6123

豊岡市小島荷柄■63円  山  川  公  苑

0796-45-1900ニュースポーツ等
司-669-5379

城崎郡 日高町名色88-50但  馬  ド ム

0796-92-2641
・但馬牛の博物館見学

・牛の世話 ・ノリ遊び
〒669-6813

美方郡温泉町丹±1033但 馬 牧 場 公 園

0799-72-5366園内散策

アスレチック
〒656…2401

津名郡淡路町岩屋大林2674-3淡 路 島 公 園

0799-42-2440・動植物とのふれあい体験五=656-0402

三原郡三原町入木養宜上1396淡 路 フ ァ ー ム パ ー ク

0799-45-1735。野外での遊び吾=656-0122

三原郡緑町広田広田1473-12淡 路 ふ れ あ い 公 園

0796-36-1181
・実習船但州丸の見学及び

乗船但 州 九 (香住高等学校 )

百=669-6563

城崎郡香住町矢田40-1

0790-82-2434・農業、畜産体験〒679-5381

佐用郡佐用町佐用260県 立 佐 用 高 等 学 校
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分 野 氏   名 所   属 職   名

山 田   誠 神戸市外国語大学教授

新 穂 千賀子 姫路工業大学助教授学 識 経 験 者

水 岡 俊 兵庫教育文化研究所事務局長

山 根 伸 治
県立兎和野高原野外教育センター

自然学校専門指導員 (駐在指導担当)

野 外 活 動 施 設 関 係 者

植 野   豊
県立嬉野台生涯教育センター

自然学校専門指導員 (駐在指導担当)

加 藤 義 弘 但馬教育事務所 自然学校専門指導員

三 原 智 雄 丹波教育事務所 自然学校専門指導員自然 学 校 専 門指 導 員

谷   宜 憲 淡路荻育事務所 自然学校専門指導員

関係 行 政 機 関 関係 者 中 田 直 人 県教育委員会義務教育課指導主事

米 澤 公 子 伊丹市立神津小学校教諭

西 田 千枝子 滝野町立滝野南小学校教諭自然 学 校 実 施 校 教 員

入 江 秀 史 赤穂市立塩屋小学校教諭

足 立   純 県立南但馬自然学校指導主事

垣 尾 幸 博 県立南但馬自然学校指導主事

西 村 一 範 県立南但馬自然学校指導主事

県 立 南 但 馬 自然 学 校

芦 田   哲 県立南但馬自然学校指導主事

平成 13年度 兵庫県立南但馬 自然学校 フログラム研究委員会委員名簿

(順不同)
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自然。人・地域に学ぶ
平成

“

年 3月発行

発 行 兵庫県立南但馬自然学校

〒669-5134

兵庫県朝来郡山東町違間字原189

奮0796-76-4730

印 刷 福富印刷株式会社

平成 13年 度
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